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（1）　本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。

（2）　本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますので、
予めご了承ください。

（3）　本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きの
ことがありましたら、お手数ですが巻末記載の当社支店または営業所までご連絡ください。
その際、巻末記載のマニュアルNo.も併せてお知らせください。

お こ と わ り
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はじめに 
 
このたびはセーフティコントローラ G9SP シリーズをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
このマニュアルは、G9SP シリーズを使用する上で、必要な情報を記載しています。 
本マニュアルをよく読んで、十分に理解した上でお使いください。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 

・FA 機器の導入を担当される方 
・FA システムを設計される方 
・FA 現場を管理される方 
・機械の設計、設置、運用、保守、廃棄の各フェーズにおいて、安全確保のための資格および権

限と責任を有する方 
 

ご承諾事項 
「当社商品」について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載の

条件を適用いたします。 
 
 定義 

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。 
・ 「当社商品」：「当社」の FA システム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品 
・ 「カタログ等」：「当社商品」に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総合カタログ、その他

のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁的方法で提供されるものも含みます。 
・ 「利用条件等」：「カタログ等」に記載の、「当社商品」の利用条件、定格、性能、動作環境、取り扱い

方法、利用上の注意、禁止事項その他 
・ 「お客様用途」：「当社商品」のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造する部品、電子

基板、機器、設備またはシステム等への「当社商品」の組み込み、または利用を含みます。 
・ 「適合性等」：「お客様用途」での「当社商品」の(a)適合性、(b)動作、(c)第三者の知的財産の非侵

害、(d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守 
 

 記載事項のご注意 
「カタログ等」の記載内容については次の点をご理解ください。 
・ 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定格値および性能

値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。 
・ 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを保証するものでは

ありません。 
・ 利用事例はご参考ですので、「当社」は「適合性等」について保証いたしかねます。 
・ 「当社」は、改善や当社都合等により、「当社商品」の生産を中止し、または「当社商品」の仕様を変

更することがあります。 
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 ご利用にあたってのご注意 
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。 

・
 
定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。 

・
 
お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判断ください。 

｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。 

・
 
｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設置されているこ

とをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。 

・
 
｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設

計などの安全設計、(ii)｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、(iii)

利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全体としての構築、(iv)｢当社商品｣および｢お

客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実施してください。 

・
 
「当社」は DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、

不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、

コンピュータプログラム、ネットワーク、データベースが感染したとしても、そのことにより直接または間

接的に生じた損失、損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。 

お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社商品」

またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染防止、⑤「当社商品」に対す

る不正アクセス防止についての十分な措置を講じてください。 

・
 
｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げる

用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用途に使用される際には、｢当社｣

は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図し

た特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。 

(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道

設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用

途） 

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24 時間連続運転シス

テム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など） 

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁

的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など） 

(d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途 

・
 
上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。以下同

じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないでください。自動車搭載用商品につ

いては当社営業担当者にご相談ください。 
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 保証条件 
「当社商品」の保証条件は次のとおりです。 

・
 
保証期間 ご購入後 1 年間といたします。 

（ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。） 

・
 
保証内容 故障した「当社商品」について、以下のいずれかを「当社」の任意の判断で実施します。 

(a) 当社保守サービス拠点における故障した「当社商品」の無償修理 

（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。） 

(b) 故障した「当社商品」と同数の代替品の無償提供 

・
 
保証対象外 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。 

(a) 「当社商品」本来の使い方以外のご利用 

(b) 「利用条件等」から外れたご利用 

(c) 本ご承諾事項「ご利用にあたってのご注意」に反するご利用 

(d) 「当社」以外による改造、修理による場合 

(e) 「当社」以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合 

(f) 「当社」からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因 

(g) 上記のほか「当社」または「当社商品」以外の原因（天災等の不可抗力を含む） 

 

 責任の制限 
本ご承諾事項に記載の保証が、「当社商品」に関する保証のすべてです。 

「当社商品」に関連して生じた損害について、「当社」および「当社商品」の販売店は責任を負いませ

ん。 

 

 輸出管理 
「当社商品」または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に関する

日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則に違反する場合には、「当社商

品」または技術資料をご提供できない場合があります。 
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マニュアル構成と読み方 
 

マニュアル構成について 
本製品のマニュアルは次のような分冊構成になっています。 
目的に応じてお読みいただき、本製品を十分にご活用ください。 

 
マニュアル名称 内容 マニュアル No. 
G9SP シリーズ セーフティコントローラ 
コマンドリファレンスマニュアル 

本マニュアル。G9SP シリーズの安全プログラミングの方法、

ファンクションブロックの仕様、機能、使用方法について説明

しています。 

SLJB-307□ 

G9SP シリーズ セーフティコントローラ 
ユーザーズマニュアル 

G9SP シリーズの仕様、機能、使用方法などの詳細につい

て説明しています。 
SJLB-306□ 

G9SP シリーズ セーフティコントローラ 
ホスト接続マニュアル 

G9SP シリーズのオプションボード通信機能を用いて、他社

製の標準 PLC との接続方法、サンプルラダーについて説明

しています。弊社製の標準 PLC との接続方法は、G9SP ユ

ーザーズマニュアルにて説明しています。 

SJLB-308□ 

 

システム
構成設定1

2

3

4

5

6

7

設置と配線

ツール立上げ

ソフトウェア設定と
プログラム作成

標準PLCとの
通信

動作確認と
デバッグ

保守と点検

G9SPシリーズ セーフティコントローラ 
ユーザーズマニュアル  (No.SJLB-306) 

G9SPシリーズ セーフティコントローラ 
コマンドリファレンスマニュアル (No.SJLB-307)

・盤内への設置に対する注意事項を知りたい
・電源の配線方法が知りたい
・I/O配線方法を知りたい

・ツール(G9SPコンフィグレータ）の
　インストール方法を知りたい
・ツールの起動方法を知りたい

・トラブル時の対処方法、エラーコードについて知りたい

・ユニットの種別、各部の名称、仕様を知りたい
・ハードウェア構成方法を知りたい
・安全応答性能の計算方法を知りたい

G9SPシリーズ セーフティコントローラ 
ホスト接続マニュアル　(No.SJLB-308)
※PDFファイルでのみご提供

本マニュアル

・周辺ツールにおける
　コンフィグレーションデータの作成方法を知りたい

8
トラブル
シューティング

・G9SPと通信する制御PLC側の設定方法を知りたい

・安全ロジックプログラムの作成方法を知りたい
・ファンクションブロックの動作仕様を知りたい

・G9SPへのコンフィグレーションデータの
　ダウンロード方法を知りたい
・周辺ツールを用いた動作確認方法を知りたい

・G9SP故障時の交換方法を知りたい
・G9SPのコンフィグレーションデータを
　更新する方法を知りたい

・標準PLC側のサンプルラダープログラムを知りたい
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マニュアルの読み方 
 

ページ構成と記号について 

このマニュアルの各ページの構成と記号は次のとおりです。 

5 - 3

5-2 取り付け方法

セーフティスタンドアロンコントローラ ユーザーズマニュアル（SBCA-354） 

5

5-2 取り付け方法

ここでは、各ユニットを設置する環境についての注意や、盤内の取り付け位置について説明します。

ここでは、CP1Eの取り付け方法について説明します。

5-2-1 取り付け方法

DINレールへの取り付け方法

1

2
解除

DINレール取り付けピン

3

DINレール

DINレール取り付けピン

使用上の注意

端子台のねじ、ケーブルのねじは、以下のトルクで締めつけてください。
　M4：1.2N ･ m
　M3：0.5N ･ m

ユニット背面の DINレール取り付けピンをドライバなどで引き出して「解除」の状態にし、
DINレールに取り付けます。

DINレールに DINレール取り付け用溝の上側をあわせて引っ掛け、奥に差し込んで取り付け
ます。

DINレール取り付けピンをすべて押し上げてロックします。

取
り
付
け
と
接
続
・
配
線

節タイトル
章タイトル

節タイトル

操作手順

マニュアル名称

注記、補足、参照先

項タイトル

インデックス

現在のページの章／節
タイトルをそれぞれ示
します。

操作手順を示します。

注記、補足、参照先など
の各項目を、マークに 
よって示しています。

現在のページの章番
号を示します。

このページは、説明用の見本です。実際の内容とは異なります。  
 
 

マークについて 

安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避
すべきことを示します。

参考
必要に応じて読んでいただきたい項目です。
知っておくと便利な情報や、使用する上で参考となる内容について説明しています。

詳しい情報や、関連情報の記載されている場所を示します。
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表記について 

 
本マニュアルでは、特にツール操作の項目を以下のように記述しています。 
 
[  ] ....... メニュー名、キー、ダイアログボックス名、ボタン名などを示します。 
なお、表中などで、明らかにメニュー名だとわかるところでは、[  ]をつけていない場合もあります。 
例  [ファイル]メニュー、[Tab]キー、[検索]ダイアログボックス、[OK]ボタン 
 
｜ ............ メニューあるいは画面の階層を示します。 

例 ・[コントローラ]｜[電源 ON]を選びます 
[コントローラ]メニューから[電源 ON]を選ぶことを示します。 

・[コントローラ]｜[モード変更]｜[モニタモード]を選びます 
[コントローラ]メニューから[モード変更]を選び、さらに、[モニタモード]を選

ぶことを示します。 
 
[ ]＋[ ] ...... 複数のキーを同時に押すことを示します。 

例 ・[Ctrl]＋[M] 
[Ctrl]キーを押しながら、[M]キーを押します。 

・[Ctrl]＋[Shift]＋[T] 
[Ctrl]キーと[Shift]キーを押しながら、[T]キーを押します。 
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目次構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 各ファンクションブロックの説明

2 ファンクションブロック一覧

1 ファンクションブロックの概要

9

3

4 13

5

1

2

3
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目次 
はじめに ................................................................................................................................1 
マニュアル構成と読み方 ............................................................................................................4 
目次構成 ................................................................................................................................7 
目次  ................................................................................................................................8 
安全上のご注意 ......................................................................................................................10 
用語解説 ..............................................................................................................................13 

 

第 1章 ファンクションブロックの概要 

1－1 概要 ..........................................................................................................................1-2 
1－2 ファンクションブロックの編集 .........................................................................................1-5 
 

第 2章 ファンクションブロック一覧 

2－1 ファンクションブロック一覧 ............................................................................................2-2 
 

第 3章 各ファンクションブロックの説明 

本章の見方 ...........................................................................................................................3-2 
ファンクションブロック共通仕様 ................................................................................................3-3 

 
ロジックファンクションブロック 

3-1 NOT........................................................................................................................3-12 
3-2 AND........................................................................................................................3-13 
3-3 OR..........................................................................................................................3-14 
3-4 NAND .....................................................................................................................3-15 
3-5 NOR .......................................................................................................................3-16 
3-6 Exclusive OR(EXOR) .............................................................................................3-17 
3-7 Exclusive NOR(EXNOR) ........................................................................................3-18 
3-8 リセットセットフリップフロップ(RS-FF)............................................................................3-19 
3-9 コンパレータ(Comparator).........................................................................................3-20 
3-10 コンパレータ 2(Comparator2)....................................................................................3-22 
 

タイマ／カウンタファンクションブロック 
3-11 オフディレータイマ(Off-Delay Timer) .........................................................................3-24 
3-12 オンディレータイマ(On-Delay Timer) .........................................................................3-25 
3-13 パルスジェネレータ(Pulse Generator) .......................................................................3-26 
3-14 カウンタ(Counter) .....................................................................................................3-27 
3-11 アップダウンカウンタ(Up-Down Counter)....................................................................3-30 
3-16 シリアルパラレルコンバータ(Serial-Parallel Converter) ...............................................3-31 
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セーフティデバイスファンクションブロック 
3-17 外部デバイスモニタリング(EDM) ............................................................................... 3-34 
3-18 イネーブルスイッチモニタリング(Enable Switch)......................................................... 3-36 
3-19 非常停止押ボタンモニタリング(E-STOP)................................................................... 3-38 
3-20 ライトカーテンモニタリング(Light Curtain Monitoring) ................................................. 3-40 
3-21 ミューティング(Muting) ............................................................................................. 3-42 
3-22 安全扉モニタリング(Safety Gate Monitoring)............................................................ 3-56 
3-23 2 ハンドコントロール(Two Hand Controller)................................................................ 3-60 
3-24 ユーザモードスイッチモニタリング(User Mode Switch) ............................................... 3-62 
3-25 汎用 2 入力スイッチモニタリング(Redundant Input)................................................... 3-64 
3-26 シングルビームセーフティセンサモニタリング(Single Beam Safety Sensor)................. 3-65 
3-27 非接触式ドアスイッチモニタリング(Non-Contact Door Switch).................................... 3-66 
3-28 セーフティマットモニタリング(Safety Mat) ................................................................... 3-67 
 

リセット／リスタートファンクションブロック 
3-29 リセット(Reset) ......................................................................................................... 3-70 
3-30 リスタート(Restart) ................................................................................................... 3-72 
 

コネクタファンクションブロック 
3-31 マルチコネクタ(Multi Connector) .............................................................................. 3-74 
3-32 ルーティング(Routing) ............................................................................................. 3-75 
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安全上のご注意 
 

安全に使用していただくための表示と意味について 
本マニュアルでは、セーフティコントローラ G9SP シリーズを安全に使用していただくために、注意事項を次

のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載してい

ます。必ず守ってください。 
表示と意味は次のとおりです。 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 
安全上の要点
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避
すべきことを示します。  

 
 

図記号の説明 

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
 

 

 

記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
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本書はセーフティコントローラ G9SP シリーズのコマンドリファレンスマニュアルです。 
システム構築を実施するにあたり下記事項を遵守の上、その機能が十分発揮されるように安全関連部のシ

ステム構築を行ってください。 
 
●リスクアセスメントの実施 

本マニュアル記載の安全機器類は設置環境、機械の性能・機能に対応して正しく使われることを前提とし

ています。 
選択および使用に際しては、装置・設備設計開発段階において当該装置・設備に潜在する危険要因を

特定するためのリスクアセスメントを導入して十分な実施体制のもとで当該装置・設備に最適な安全機器

類の選択を行ってください。不十分なリスクアセスメント実施体制のもとでは、不適切な安全機器類の選択

の原因になります。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO 14121 「リスクアセスメントの原則」 

●安全方策 

安全機器類を使用して当該設備・装置の安全関連部のシステム構築を行う際には、下記を代表例とする

一連の国際規格類および/または関連業界規格類を十分理解・適合するように設計してください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO/DIS 12100 「基本概念、設計のための一般原則」 

IEC 61508 「電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全」 
●安全機器類の役割 

安全機器類は、規格で規定される安全機能・機構を備えておりますが、これらの機能・機構は安全関連

部のシステム構築の中で発揮されるように設計されていますので機能・機構動作をご理解の上、十分な

機能・機構の発揮が可能なシステム構築を行ってください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO 14119 「ガードに連動するインターロック装置・設計と選定の一般原

則」 
●安全機器類の設置 

当該装置・設備への安全関連部のシステム構築および設置を行う際は、適切な教育訓練を受けた技術

者により実施してください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO/DIS 12100 「基本概念、設計のための一般原則」 

IEC 61508 「電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全」 
●法令の遵守 

安全機器類は関連法規および規格に適合しておりますが、ご使用に際しては当該装置・設備に適用され

る各国関連法規および規格を遵守の上ご使用ください。 
  ・ 関連国際規格代表例：IEC 60204 「機械の電気装置」 

●使用上の注意事項の遵守 

最適選択された安全機器類の具体的な使用方法に関しては、本マニュアルの当該安全機器類記載の

「仕様」「注意事項」および製品に同封の「取扱説明書」記載事項を十分遵守の上ご使用ください。記載

注意事項から逸脱した使用方法は安全関連部の不十分な動作機能による設備・装置の予期せぬ故障

及び故障に伴う災害発生の一要因となります。 
●装置・設備の移転・譲渡 

当該設備・装置を移転および譲渡する際は、当該取扱説明書を必ず保存・付属し、移転先及び譲渡先

にて取扱上の支障を来たさないようにしてください。 
  ・ 関連国際規格代表例：ISO/DIS 12100 「基本概念、設計のための一般原則」 

IEC 61508 「電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全」 
 



12 G9SPシリーズ セーフティコントローラ コマンドリファレンスマニュアル（SJLB-307）

 

 
感電の恐れがあります。通電中は端子に触れないでください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。 

G9SPシリーズのテスト出力および標準出力を安全出力として使用しないでください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。G9SPシリーズの

通信データを安全信号として使用しないでください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。 

G9SPシリーズの LEDを安全関連のオペレーションに使用しないでください。 

出力が故障し、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。安全出力やテスト出力の

定格を超える負荷に対しては、絶対に使用しないでください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。DC24Vラインと

の短絡によって負荷がONしないように出力ラインとDC24Vラインが触れないよう適切に配

線してください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。安全出力の地絡に

よって出力が ONしないように、外部電源の 0V側を接地してください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。システムの稼動前

に安全性確認テスト（ユーザテスト）を実施して、すべての G9SPシリーズのコンフィグレ

ーションデータとその動作が正しいことを確認してください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。G9SPシリーズを

交換する場合、交換後の G9SPシリーズの機種が正しいことを確認してください。また、交

換後の G9SPシリーズが適切にコンフィグレーションされ、正しく動作することを確認する

ために、安全性確認テスト（ユーザテスト）を実施してください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。メモリカセットか

らのリストア後は、G9SPシリーズが適切にコンフィグレーションされ、正しく動作すること

を確認してください。 

出力が動作し、重度の人身障害が起こる恐れがあります。強制セット/リセットをおこなう場

合、十分な安全方策を実施してください。 

安全機能が損なわれ、重度の人身障害が万一の場合起こる恐れがあります。安全機能に関わる

機器、部品は使用する各国の法的規制に従い、使用用途に応じた安全規格等に適合した認証品

を使用してください。 
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用語解説 
本マニュアルでは、特に説明する場合を除き、以下の用語を使用して G9SP シリーズを説明します。 

用語 

用語 解説 
セーフティ、安全 安全制御で使用するために特別な安全方策を施した機器、機能、データ等であることを示

します。 
スタンダード、標準 一般制御用途の機器、機能、データ等であることを意図し、安全制御で使用するために特

別な安全方策を施した機器、機能、データ等と区別するための呼称です。 

セーフティコントローラ、安全コントローラ 安全制御に使用される高い信頼性を持つコントローラです。 

スタンダード PLC、標準 PLC 一般制御用のプログラマブルコントローラ（PLC）です。 
安全制御用途の PLC と区別するための呼称です。 

拡張 I/O ユニット 形 CP1W-20EDT（-1）、形 CP1W-32ET（-1）の総称です。 
G9SP シリーズでは、弊社製 CP1□シリーズの拡張 I/O ユニットを一部使用可能です。 
G9SP シリーズに装着し、標準入出力点数を拡張します。 

オプションボード 形 CP1W-CIF01、形 CP1W-CIF41 の総称です。 
G9SP シリーズでは、弊社製 CP1□シリーズのオプションボードを一部使用可能です。 
G9SP シリーズに装着し、標準 PLC と通信を行います。 

メモリカセット 形 CP1W-ME05M の別称です。 
G9SP シリーズでは、弊社製 CP1□シリーズのメモリカセットを使用可能です。 
G9SP シリーズに対して、コンフィグレーションデータのリストア、バックアップを行います。 

G9SP コンフィグレータ 形 WS02-G9SP□□の別称です。 
G9SP シリーズの設定やプログラミング、デバッグを行うためのソフトウェアツールです。 

コンフィグレーションデータ G9SP シリーズを動作させるための設定データです。G9SP コンフィグレータを用いて作成

し、G9SP シリーズの内部メモリへダウンロード（パソコン→G9SP への書込み）します。 
コンフィグレーションデータには、ユニット構成、入出力端子設定、システム設定、プログラム

が含まれます。各項目の詳細は、第 6 章を参照ください。 
バックアップ、Backup G9SP シリーズの内部メモリに格納されているコンフィグレーションデータを、メモリカセットに

読み出す操作をさします。 
リストア、Restore メモリカセットに格納されているコンフィグレーションデータを、G9SP の内部メモリへ書き込

む操作をさします。 
安全入力機器 安全制御で使用するために特別な安全方策を施した入力機器。 

非常停止スイッチ、セーフティドアスイッチなど入力機器の総称です。 
安全出力機器 安全制御で使用するために特別な安全方策を施した出力機器。 

安全リレーなど出力機器の総称です。 
CP シリーズ オムロン製プログラマブルコントローラ CP シリーズです。 
NE1A シリーズ オムロン製セーフティネットワークコントローラ NE1A シリーズです。G9SP シリーズの上位機

種に該当します。 
デュアルチャネル 冗長性をもたせるため、安全入力／出力を二重化して使用することです。 

その2点を同値判定する使い方を同値入力／Equivalent、反転判定する使い方を反転入

力／Complementary といいます。 
Discrepancy デュアルチャネルの 2 点の論理に不整合のある状態です。 

デュアルチャネル監視異常ともいいます。 

 

略語 

略語 解説 
PFD Probability of Failure on Demand の略称です。詳細は付録-2 を参照してください。 
PFH Probability of Failure per Hour の略称です。詳細は付録-2 を参照してください。 
MC Memory Cassette の略称です。 
Si Safety Input の略称です。安全入力端子を指し、標準入力の IN と区別しています。 
So Safety Output の略称です。安全出力端子を指し、標準出力の OUT と区別しています。 
To Test Output の略称です。安全入力端子の診断を行うためにテストパスルを出力します。 
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この章では、G9SP のファンクションブロックの概要を説明しています。 
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1－1 概要 
概要 

G9SP シリーズのロジックプログラミングは、ファンクションブロックを使用して行います。 
このマニュアルで紹介するファンクションブロックを使用して、安全関連規格に適合するようにプログラ

ミングすることにより、さまざまな安全アプリケーションを実現することができます。 
 

1－1－1 ファンクションブロックに関する基本事項 
ファンクションブロックは、データの入力元を示す「入力 I/O タグ」、データの出力先を示す「出力 I/O タ

グ」を使用し、それぞれの入出力間を接続線で結線します。 

 

ファンクションブロック 

入力 I/O タグ 出力 I/O タグ 

 
 

1－1－2 入出力 I/Oタグ 

入力 I/Oタグ 

入力 I/O タグとして、以下のデータを使用することができます。 
・ 安全入力端子の値 

G9SP シリーズの内蔵安全入力端子の値を使用できます。ただし、この値は端子の値その

ものではなく、デュアルチャネル評価などの安全入力評価や ON/OFF ディレー判定が施さ

れた後の値です。 
・標準入力端子の値 

拡張 I/O ユニットの標準入力端子の値を使用できます。 
・ステータス 

G9SP シリーズの状態や異常発生有無を示すステータスフラグを使用できます。使用可

能なステータスは以下のとおりです。 
ステータス名 意味 

ユニット正常運転ステータス 0 : 異常発生中、または、プログラム停止中 
1 : 正常状態（異常が発生していない）、かつ、プログラム実行中 

出力電源電圧異常フラグ 0 : 出力用電源電圧が正常 
1 : 出力用電源電圧が異常、または、電源 OFF 

安全入出力端子異常フラグ 0 : 全安全入出力端子に異常が発生していない 
1 : 異常発生中の安全入出力端子あり 

ファンクションブロック異常フラグ 0 : 全ファンクションブロックに異常が発生していない 
1 : 異常発生中のファンクションブロックあり 
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・通信受信データ 
G9SP シリーズがオプションボードから受信したデータを使用できます。 

・ 特殊フラグ 
以下のフラグを使用できます。 

フラグ名 意味 
常時 ON フラグ 常に ON（値 1）です。 
常時 OFF フラグ 常に OFF（値 0）です。 
運転開始時 1 サイクル ON フラグ 運転開始直後の 1 サイクルの間のみ ON（値 1）です。 

その後は OFF（値 0）となります。 

 

出力 I/Oタグ 

出力 I/O タグには、以下が反映されます。 
・ 安全出力端子の値 

G9SP シリーズの内蔵安全出力端子への出力値を指定できます。ただし、この値は端子の

値そのものではなく、安全出力評価が施される前の値です。 
・標準出力端子の値 

G9SPシリーズの内蔵標準出力端子（形G9SP-N10S のみ）、テスト出力端子（T3のみ）、

および拡張 I/O ユニットの標準出力端子の値を指定できます。 
・通信送信データ 

G9SP シリーズがオプションボードへ送信するデータを指定できます。 
 

 

I/O タグリストの入力、 
出力表示を切り替えます。 

入力 I/O タグ 
この I/O タグリストウィンドウ
に使用可能な I/O タグが表
示されています。 

I/O タグリストからここへドラッグ&
ドロップすることでプログラムに 
使用することができます。 

プログラムで使用中の I/O タグは、 
太字表示されます。 
また、ダブルクリックすることで使用し
ているページへジャンプします。 
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 安全上の要点 

マークの付いているデータは、安全制御で使用するために特別な安全方策を施してい

ます。 マークの付いていないデータを安全制御に使用しないでください。 
 
 

 
安全関連ロジックで使用する信号が、適用する規格や規制を満足

していることを十分に検証したうえでプログラミングしてくださ

い。ファンクションブロックは、安全信号が入力されることを前

提としています。  
 

G9SPシリーズを使用して当該設備・装置の安全関連部のシステ

ム構築を行う際には、一連の国際規格類、現地・地域・国の規定、

および/または関連業界規格類を十分理解・適合するように設計し

てください。  

  
 参考 

プログラム容量等のプログラム仕様については、 「G9SP シリーズ セーフティコントローラ 
ユーザーズマニュアル（SJLB-306□）」の「6-2-3 プログラミング」を参照してください。 
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1－2 ファンクションブロックの編集 
 
ファンクションブロックは、ファンクションブロックの編集で、アプリケーションに応じたパラメータ設定、オ

プション入力・オプション出力の追加、およびコメントの追加ができます。ファンクションブロックによって、

表示されるタブおよび設定内容は異なります。 

使用可能タブ： 
 ・ファンクションブロックのパラメータ 
 ・I/O 数の設定、出力ポイントの設定 
 ・コメント 

 
 

1－2－1 パラメータ 
ファンクションブロックは、使用するアプリケーションに応じて下記のような設定を行うことができます。

ファンクションブロックによって設定できる内容や範囲が異なります。 
・リセット条件（Reset Condition） 
・入力タイプ（Input Type） 
・Discrepancy 時間（Discrepancy Time） 
 

各ファンクションブロックの設定項目については、「第 3 章 各ファンクションブロックの説明」を参照し

てください。 
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1－2－2 I/O数の設定、出力ポイントの設定 

I/O数の設定 

ファンクションロジックの入力数や出力数を増やすことができます。 
 

出力ポイントの設定 

ファンクションブロックのオプション出力（エラー出力など）を有効にすることができます。 
 

Fault Present 

Fault Present は、[I/O 数の設定]タブまたは[出力ポイントの設定]タブにあるチェックボックスをチェッ

クすることで使用できる診断ステータスビットです。 
ファンクションブロックが入力データの論理不正などの異常を検出した際に ON となります。 
プログラム内で使用されている各ファンクションブロックの Fault Present 信号の OR の状態が、I/O タ

グの「異常ステータス ファンクションブロック異常フラグ」に反映されます。 
 
(例) 安全扉モニタリングファンクションブロック 
 

［安全扉モニタリングファンクションブロック編集］ダ
イアログボックスの［出力ポイントの設定］タブ 

デフォルトコンフィグ
レーションの安全扉モ
ニタリングファンクシ
ョンブロック 

使用可能な入出力数が最
大の安全扉モニタリング
ファンクションブロック

 
 

1－2－3 コメント 
ファンクションブロックにコメントを付けることができます（最大全角 4 文字、半角英数 12 文字、半角カ

ナ 4 文字）。 
 
付けたコメントは、ロジックエディタ（プログラム画面）上、およびコンフィグレーションレポート上に表示さ

れます。 
 

 



      

 
  

 

  
この章では、G9SP のファンクションブロックの概要を説明しています。 
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2－1 ファンクションブロックの一覧 
 
G9SP シリーズは、下記のロジックファンクションとファンクションブロックをサポートしています。 
 

2－1－1 ロジックファンクション 
 

G9SP コンフィグ

レータでの表記 
ファンクション 
ブロック名称 

アイコン 説明 NE1A シリーズ 
でのサポート Ver 

ページ 

NOT NOT 
 

入力信号を反転して出力します。 全て 3-12 

AND AND 

 

入力信号の論理積を出力します。 全て 3-13 

OR OR 
 

入力信号の論理和を出力します。 全て 3-14 

NAND NAND 
 

入力信号の否定論理積を出力します。 なし 3-15 

NOR NOR 
 

入力信号の否定論理和を出力します。 なし 3-16 

EXOR Exclusive OR 

 

入力信号の排他的論理和を出力します。 全て 3-17 

EXNOR Exclusive NOR 
 

入力信号の排他的否定論理和を出力します。 全て 3-18 

RS-FF  RS-FF（Reset Set 
Flip-Flop）  

入力信号を ON にすると、ファンクションブロック内

で ON の状態を保持し継続して出力します。 
NE1A ユ ニ ッ ト

Ver.1.0 以降 
3-19 

Comparator コンパレータ 

 

入力信号と設定値を比較し、一致したときに出力

します。 
NE1A ユ ニ ッ ト

Ver.1.0 以降 
3-20 

Comparator2 コンパレータ２ 

 

入力信号と設定値を比較し、比較結果を出力し

ます。 
なし 3-22 

 

2－1－2 タイマ／カウンタファンクション 
 

G9SP コンフィグ
レータでの表記 

ファンクション 
ブロック名称 

アイコン 説明 NE1A シリーズ 
でのサポート Ver 

ページ 

Off-Delay 
Timer 

オフディレー 
タイマ  

オフディレータイマの動作をします。 全て 3-24 

On-Delay 
Timer 

オンディレー 
タイマ  

オンディレータイマの動作をします。 全て 3-25 

Pulse 
Generator 

パルス 
ジェネレータ  

入力信号が ON の間 Output Enable に

ON/OFF を周期的に出力します。 
NE1A ユニット 
Ver.1.0 以降 

3-26 

Counter カウンタ 

 

入力信号の入力回数をカウントし、設定した回

数に達したときに ON を出力します。 
NE1A ユニット 
Ver.1.0 以降 

3-27 

Up-Down 
Counter 

アップダウン 
カウンタ 

 

加算カウント入力の立ち上がりで加算、減算カ

ウント入力の立ち上がりで減算を行います。 
なし 3-30 

Serial-Parallel 
Converter 

シリアルパラレル 
コンバータ  

入力信号の入力回数をカウントし、カウント値を

出力します。 
なし 3-31 
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2－1－3 セーフティデバイスファンクションブロック 
 

G9SP コンフィグ
レータでの表記 

ファンクション 
ブロック名称 

アイコン 説明 NE1A シリーズ 
でのサポート Ver

ページ 

EDM 外部デバイス 
モニタリング 

 

入力信号と、外部デバイスの状態を評価して、

外部デバイスへの安全出力を制御します。セ

ーフティリレーやコンタクタなどの安全出力機器

の接点溶着故障や外部配線の異常（断線）を

検出するために使用します。 

全て 3-34 

Enable Switch イネーブルスイッチ

モニタリング 
 

イネーブルスイッチデバイスの状態を監視しま

す。 
NE1A ユニット 
Ver.1.0 以降 

3-36 

E-Stop 非常停止押しボタ

ンモニタリング 
 

非常停止押しボタンスイッチの状態を監視しま

す。 
全て 3-38 

Light Curtain  
Monitoring 

ライトカーテン 
モニタリング 

 

セーフティライトカーテンの入力信号を監視し

ます。 
全て 3-40 

Muting ミューティング ミューティングセンサの検出により、セーフティ

ライトカーテンの検出動作を一時的に無効化

するファンクションブロックです。 

NE1A ユニット 
Ver.1.0 以降 

3-42 

Safety Gate  
Monitoring 

安全扉モニタリン

グ 
 

安全扉(セーフティドアスイッチやセーフティリミ

ットスイッチ)の状態を監視します。 
安全カテゴリ2対応として、機能テスト設定がで

きます。 

全て 3-56 

Two Hand 
Controller 

2 ハンドコントロール 

 

2 ハンドスイッチの状態を監視します。 全て 3-60 

User Mode 
Switch 

ユーザモードスイッ

チモニタリング 
 

ユーザシステムや装置の動作モードの切替え

スイッチを監視します。 
全て 3-62 

Redundant 
Input  

汎用 2 入力モニタ

リング 
 

2 入力信号監視機能を汎用化したファンクショ

ンブロックです。 
なし 3-64 

Single Beam 
Safety Sensor 

シングルビーム 
セーフティセンサ

モニタリング  

オムロン製シングルビームセーフティセンサ（形

E3ZS/E3FS）の入力信号を監視します。 
なし 3-65 

Non-Contact 
Door Switch 

非接触式ドアスイ

ッチモニタリング 
オ ム ロ ン 製 非 接 触 式 ド ア ス イ ッ チ （ 形

D40A/D40Z）の状態を監視します。 
なし 3-66 

Safety Mat セーフティマットモ

ニタリング 
オムロン製セーフティマット（形 UM）の状態を

監視します。 
 

なし 3-67 
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2－1－4 リセット／リスタートファンクションブロック 
 

G9SP コンフィグ
レータでの表記 

ファンクション 
ブロック名称 

アイコン 説明 NE1A シリーズ 
でのサポート Ver 

ページ 

Reset リセット 

 

入力信号が ON になった状態で、リセット信号

が正しく入力されると ON が出力されます。機

械装置の自動始動を防ぐために使用します。 

全て 3-70 

Restart リスタート 

 

リセットファンクションブロックと同一の仕様で

す。アイコンが異なります。 
機能説明、設定パラメータなどについては、

「3-29 リセット（Reset）」を参照してください。 

全て 3-72 

  
2－1－5 コネクタファンクションブロック 
 

G9SP コンフィグ

レータでの表記 
ファンクション 
ブロック名称 

アイコン 説明 NE1A シリーズ 
でのサポート Ver 

ページ 

Multi 
Connector 

マルチコネクタ 

 

入力信号をそのまま出力します。 NE1A ユニット 
Ver.1.0 以降 

3-74 

Routing ルーティング 

 

入力信号を複数の信号に分配します。 全て 3-75 

 
 



      

 
  

 

  
この章では、ファンクションブロックの共通仕様および各ファンクションブロックの使い方を

説明しています。 
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本章の見方 
 

説明項目 
各ファンクションブロックの説明項目は、以下のとおりです。 
 

項目 内容 
命令語名称 ファンクションブロックの名称を示します。 

例：非常停止押しボタンモニタリング 
概要 ファンクションブロックの機能概要を示します。 
ダイアグラム ロジックエディタでのシンボルを示します。 

例： 

 
機能説明 ファンクションブロックの機能の詳細を説明します。 

例：非常停止押しボタンモニタリング 
監視している非常停止押ボタンスイッチからの入力がアクティブの場合、

Output Enable を ON、入力がアクティブでない場合やファンクションブロ

ックで異常を検出した場合は、Output Enable を OFF します。 

設定パラメータ ファンクションブロックに設定するパラメータを説明します。 
例： 

パラメータ 設定範囲 初期値 

Input Type 
･Single Channel 
･Dual Channel Equivalent 
･Dual Channel Complementary 

Dual Channel  
Equivalent 

Discrepancy 
Time 

0～30 秒、10ms 単位。 
0 に設定した場合は、Discrepancy 
Time チェックを実施しません。 

30ms 

  
オプション入力/出力設定 追加で設定できる入出力信号を説明します。 
真理値表 入力信号の組み合わせに対する出力信号を示します。 
異常処理と異常のリセット 異常状態とそのときの動作、および異常からの復帰手順を示します。 

タイミングチャート 各入出力の動作をタイミングチャートで示します。 
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ファンクションブロック共通仕様 
 
ファンクションブロックは、ファンクションブロックの編集で、アプリケーションに応じたパラメータ設定、オ

プション入力・オプション出力の追加、およびコメントの追加等ができます。ファンクションブロックによっ

て、表示されるタブおよび設定内容は異なります。 
 

運転開始時の動作 
G9SP シリーズの運転開始時に、多くのファンクションブロックは、すべての発生中の異常を OFF、す

べてのタイマをリスタート、通常サイクルと同様の入力状態に応じた出力をします。 
なお、一部のファンクションブロックは、運転開始時だけの処理を必要とするものがあります。詳細は、

各ファンクションブロックの説明を参照してください。 
 

運転開始時の動作 ファンクションブロック 
通常サイクルと同様の入力状態に応じた出力 オフディレータイマ 

オンディレータイマ 
パルスジェネレータ 
非常停止押しボタンモニタリング 
ライトカーテンモニタリング 
ユーザモードスイッチモニタリング 
外部デバイスモニタリング 
ミューティング 
汎用 2 入力モニタリング 
シングルビームセーフティセンサモニタリング 
非接触式ドアスイッチモニタリング 
セーフティマット 

カウントアップするための入力条件あり 
（OFF→ON の遷移が必要） 

カウンタ 
アップダウンカウンタ 
シリアル-パラレル コンバータ 

出力をするための入力条件あり 
（インアクティブ→アクティブの遷移が必要） 

2 ハンドコントロール 
イネーブルスイッチモニタリング 

機能テスト有効時の処理あり 
（安全扉の開閉テストの正常終了待ち） 

安全扉モニタリング 

 
 

タイマ・時間設定値についての注意事項 
Discrepancy 時間やオフディレー時間など、全てのファンクションブロックで使用する時間設定値は、

G9SP シリーズのサイクル時間以上の値を設定する必要があります。 
また、それらの時間設定値は、サイクル時間単位に丸めた値で動作します。具体的には、「時間設定

値を超える最小のサイクルタイムの倍数」～「時間設定値 + 10ms 以上」となる最小のサイクルタイ

ムの倍数で動作します。 
例えば、Discrepancy 時間の設定が 500ms で、サイクル時間が 7ms の場合、7ms x 72 = 504ms
から 7ms x 73 = 511ms で動作します。 
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ファンクションブロックのパラメータ設定 

ファンクションブロックに設定するパラメータの内、多くのファンクションブロックで共通する下記パラメ

ータについて説明します。ファンクションブロックによって、設定できる内容や範囲が異なります。 
・入力タイプ（Input Type） 
・Discrepancy 時間（Discrepancy Time） 

 

入力タイプ（Input Type）設定 

・シングルチャネル（Single Channel） 
・デュアルチャネル Equivalent （Dual Channel Equivalent） 
・デュアルチャネル Complementary （Dual Channel Complementary） 
・デュアルチャネル Equivalent (2pairs)（Dual Channel Equivalent (2pairs)） 
・デュアルチャネル Complementary (2pairs)（Dual Channel Complementary (2pairs)） 
 
ファンクションブロックは、入力タイプの設定に応じて下記の真理値表のように動作します。 
表中の 0 は OFF を、1 は ON を示します。 
 

・ シングルチャネル設定時 
Input 1 

(NC) 
Output 
Enable 

0 0 
1 1 

 

・ デュアルチャネル Equivalent設定時 
Input 1 

(NC) 
Input 2 

(NC) 
Output 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

 

・ デュアルチャネル Complementary設定時 
Input 1 

(NC) 
Input 2 

(NO) 
Output 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 1 
1 1 0 
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・ デュアルチャネル Equivalent(2pairs)設定時 
Input 1 

(NC) 
Input 2 

(NC) 
Input 3 

(NC) 
Input 4 

(NC) 
Output 
Enable 

0 0 0 0 0 
0 0 0 1 0 
0 0 1 0 0 
0 0 1 1 0 
0 1 0 0 0 
0 1 0 1 0 
0 1 1 0 0 
0 1 1 1 0 
1 0 0 0 0 
1 0 0 1 0 
1 0 1 0 0 
1 0 1 1 0 
1 1 0 0 0 
1 1 0 1 0 
1 1 1 0 0 
1 1 1 1 1 

 

・ デュアルチャネル Complementary (2pairs)設定時 
Input 1 

(NC) 
Input 2 

(NO) 
Input 3 

(NC) 
Input 4 

(NO) 
Output 
Enable 

0 0 0 0 0 
0 0 0 1 0 
0 0 1 0 0 
0 0 1 1 0 
0 1 0 0 0 
0 1 0 1 0 
0 1 1 0 0 
0 1 1 1 0 
1 0 0 0 0 
1 0 0 1 0 
1 0 1 0 1 
1 0 1 1 0 
1 1 0 0 0 
1 1 0 1 0 
1 1 1 0 0 
1 1 1 1 0 
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Discrepancy時間設定  

ファンクションブロックの入力タイプをデュアルチャネルにした場合、入力する 2 つのデータのずれ時

間（Discrepancy 時間）を評価することができます。 
 
デュアルチャネル設定された 2 つの入力のうち、一方の入力の値が変化してから、他方が変化する

までの時間を監視し、設定した Discrepancy 時間以内に他方の入力に変化がない場合、異常と判

断します。異常が発生するとファンクションブロックからの出力（Output Enable）は ON しません。 
 

入力信号 
デュアルチャネルモード 

Input1 Input2 
入力信号の状態 

0 0 インアクティブ 
0 1 ずれ状態 
1 0 ずれ状態 

デュアルチャネル 
Equivalent  
・Input 1：NC 接点 
・Input 2：NC 接点 1 1 アクティブ 

0 0 ずれ状態 
0 1 インアクティブ 
1 0 アクティブ 

デュアルチャネル

Complementary  
・Input 1：NC 接点 
・Input 2：NO 接点 1 1 ずれ状態 

 
この機能により、ファンクションブロックが監視している安全機器とその配線の異常を検出することが可

能です。 
Discrepancy 時間の監視時間は 0（無効）から 30000ms まで 10ms 単位で設定できます。シング

ルチャネル設定した場合には、Discrepancy 時間の設定は無効となります。 
 

パラメータ 設定範囲 初期値 

Discrepancy 時間 
0～30 秒、10ms 単位。 
0 に設定した場合は、Discrepancy 時間チェック

を実施しません。 
30ms 

 
Discrepancy 時間は、入力信号の変化時に評価されます。 

 

・ デュアルチャネル Equivalent設定時の動作（正常時）の例 

 

Input1 

Input2 

Discrepancy 時間 Discrepancy 時間 

Output 
Enable

Discrepancy 
Error 

正常 
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・ デュアルチャネル Equivalent設定時の動作（Discrepancy異常時）の例 

 

Input1 

Input2 

Discrepancy 時間 

Input1 

Input2 

Discrepancy 時間 

Output 
Enable 

Discrepancy 
Error 

正常 
異常 

Output 
Enable

Discrepancy 
Error 

正常 
異常 

 
 

・ Discrepancy時間のタイマ動作条件 
運転開始時、機能テスト要求の有無に関わらず、Input1 と Input2 がずれ状態のとき

Discrepancy 時間の計測を開始します。 

Input1

Input2

Discrepancy 時間

Discrepancy
Error

Discrepancy
Timer

 
 
 

運転開始 
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Discrepancy 時間の計測は、入力状態が変化してもずれ状態の間は継続します。 

Input1

Input2

Discrepancy 時間

Discrepancy
Error

 
 

Discrepancy 時間は、Input1、Input2 がインアクティブのときにリセットし、Input1 と Input2 がずれ状

態に変化したときから計測を開始します。 

Input1

Input2

Discrepancｙ時間

Discrepancy
Error

Discrepancy
Timer

Discrepancy 時間

 

・ Discrepancy異常検出時の動作 
Discrepancy 異常が発生した場合、ファンクションブロックは以下を出力します。 
・Output Enable を OFF。 
・Discrepancy Error を ON。 
・Fault Present を ON。 

 

・ Discrepancy異常のリセット 
Discrepancy 異常から復帰するには、下記の操作が必要です。 
異常要因を取り除き、 
・入力をインアクティブにした後、再度アクティブにする。 
・または、G9SP シリーズをアイドルモードに変更し、再度、運転モードに変更する。 
 

運転開始 
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3 

各
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
説
明 

・ Discrepancy異常と正常入力の優先順位 
Discrepancy Error 発生と正常入力が同サイクルとなったときは正常入力を優先し、

Discrepancy Error にはなりません。 
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ロジックファンクションブロック 
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ロジックファンクションブロック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファンクションブロック サポート 
項番 

略称 ファンクションブロック名 G9SP NE1A
ページ 備考 

3-1 NOT NOT ○ ○ 3-12  

3-2 AND AND ○ ○ 3-13  

3-3 OR OR ○ ○ 3-14  

3-4 NAND NAND ○ × 3-15  

3-5 NOR NOR ○ × 3-16  

3-6 EXOR Exclusive OR ○ ○ 3-17  

3-7 EXNOR Exclusive NOR ○ ○ 3-18  

3-8 RS-FF リセットセットフリップフロップ ○ ○ 3-19 ・NE1Aユニット Ver.1.0以降 

3-9 Comparator コンパレータ ○ ○ 3-20 ・NE1Aユニット Ver.1.0以降 

3-10 Comparator2 コンパレータ 2 ○ × 3-22  

×：未対応、○：対応 
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■概要 
入力信号を反転して出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
 

■機能説明 
入力信号を反転して出力します。 
 

■真理値表 
Input Output 

0 1 
1 0 

0:OFF、1:ON 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

3-1 NOT 
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■概要 
入力信号の論理積を出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入力数最大設定時 

■機能説明 
入力信号の論理積を出力します。 
8つまでの入力信号を評価することができます。 
 

■オプション入力設定 
ファンクションブロックのプロパティダイアログの
[I/O数の設定]タブで入力数を増やすことができます。 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Inputの数 1～8 2 

 

■真理値表 

●1入力 ANDの真理値表 
Input1 Output1 

0 0 
1 1 

０：OFF、１：ON 

●2入力 ANDの真理値表 
Input1 Input2 Output1 

0 x 0 
x 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●3入力 ANDの真理値表 
Input1 Input2 Input3 Output1 

0 x x 0 
x 0 x 0 
x x 0 0 
1 1 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

 ●4入力 ANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 
Output1 

0 x x x 0 
X 0 x x 0 
X x 0 x 0 
X x x 0 0 
1 1 1 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●5入力 ANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 
Output1 

0 x x x x 0 
x 0 x x x 0 
x x 0 x x 0 
x x x 0 x 0 
x x x x 0 0 
1 1 1 1 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●6入力 ANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 
Output1

0 x x x x x 0 
x 0 x x x x 0 
x x 0 x x x 0 
x x x 0 x x 0 
x x x x 0 x 0 
x x x x x 0 0 
1 1 1 1 1 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●7入力 ANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 
Output1

0 x x x x x x 0 
x 0 x x x x x 0 
x x 0 x x x x 0 
x x x 0 x x x 0 
x x x x 0 x x 0 
x x x x x 0 x 0 
x x x x x x 0 0 
1 1 1 1 1 1 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●8入力 ANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 8 
Output1

0 x x x x x x x 0 
x 0 x x x x x x 0 
x x 0 x x x x x 0 
x x x 0 x x x x 0 
x x x x 0 x x x 0 
x x x x x 0 x x 0 
x x x x x x 0 x 0 
x x x x x x x 0 0 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも 

 

3-2 AND 
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■概要 
入力信号の論理和を出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入力数最大設定時 

■機能説明 
入力信号の論理和を出力します。 
8つまでの入力信号を評価することができます。 
 

■オプション入力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O数の設定]タブで、入力数を増やすことができま
す。 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Inputの数 1～8 2 

 

■真理値表 

●1入力 ORの真理値表 
Input1 Output1 

0 0 
1 1 

０：OFF、１：ON 

●2入力 ORの真理値表 
Input1 Input2 Output1 

0 0 0 
1 x 1 
x 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●3入力 ORの真理値表 
Input1 Input2 Input3 Output1 

0 0 0 0 
1 x x 1 
x 1 x 1 
x x 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●4入力 ORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 
Output1 

0 0 0 0 0 
1 x x x 1 
x 1 x x 1 
x x 1 x 1 
x x x 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●5入力 ORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 
Output1 

0 0 0 0 0 0 
1 x x x x 1 
x 1 x x x 1 
x x 1 x x 1 
x x x 1 x 1 
x x x x 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●6入力 ORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 
Output1 

0 0 0 0 0 0 0 
1 x x x x x 1 
x 1 x x x x 1 
x x 1 x x x 1 
x x x 1 x x 1 
x x x x 1 x 1 
x x x x x 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●7入力 ORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 
Output1 

0 0 0 0 0 0 0 0 
1 x x x x x x 1 
x 1 x x x x x 1 
x x 1 x x x x 1 
x x x 1 x x x 1 
x x x x 1 x x 1 
x x x x x 1 x 1 
x x x x x x 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●8入力 ORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 8 
Output1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 x x x x x x x 1 
x 1 x x x x x x 1 
x x 1 x x x x x 1 
x x x 1 x x x x 1 
x x x x 1 x x x 1 
x x x x x 1 x x 1 
x x x x x x 1 x 1 
x x x x x x x 1 1 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

 

3-3 OR 
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■概要 
入力信号の否定論理積を出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入力数最大設定時 

■機能の説明 
入力信号の否定論理積を出力します。 
8つまでの入力信号を評価することができます。 
 

■オプション入力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O数の設定]タブで、入力数を増やすことができま
す。 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Inputの数 1～8 2 

 

■真理値表 

●１入力 NANDの真理値表 
Input1 Output1 

0 1 
1 0 

０：OFF、１：ON 

●２入力 NANDの真理値表 
Input1 Input2 Output1 

0 x 1 
x 0 1 
1 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●３入力 NANDの真理値表 
Input1 Input2 Input3 Output1 

0 x x 1 
x 0 x 1 
x x 0 1 
1 1 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●４入力 NANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 
Output1 

0 x x x 1 
x 0 x x 1 
x x 0 x 1 
x x x 0 1 
1 1 1 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●５入力 NANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 
Output1 

0 x x x x 1 
x 0 x x x 1 
x x 0 x x 1 
x x x 0 x 1 
x x x x 0 1 
1 1 1 1 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●６入力 NANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 
Output1

0 x x x x x 1 
x 0 x x x x 1 
x x 0 x x x 1 
x x x 0 x x 1 
x x x x 0 x 1 
x x x x x 0 1 
1 1 1 1 1 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●７入力 NANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 
Output1

0 x x x x x x 1 
x 0 x x x x x 1 
x x 0 x x x x 1 
x x x 0 x x x 1 
x x x x 0 x x 1 
x x x x x 0 x 1 
x x x x x x 0 1 
1 1 1 1 1 1 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●８入力 NANDの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 8 
Output1

0 x x x x x x x 1 
x 0 x x x x x x 1 
x x 0 x x x x x 1 
x x x 0 x x x x 1 
x x x x 0 x x x 1 
x x x x x 0 x x 1 
x x x x x x 0 x 1 
x x x x x x x 0 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

 
 

3-4 NAND  
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■概要 
入力信号の否定論理和を出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入力数最大設定時 

■機能の説明 
入力信号の否定論理和を出力します。 
8つまでの入力信号を評価することができます。 
 

■オプション入力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O数の設定]タブで、入力数を増やすことができま
す。 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Inputの数 1～8 2 

 

■真理値表 

●１入力 NORの真理値表 
Input1 Output1 

0 1 
1 0 

０：OFF、１：ON 

●２入力 NORの真理値表 
Input1 Input2 Output1 

0 0 1 
1 x 0 
x 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●３入力 NORの真理値表 
Input1 Input2 Input3 Output1 

0 0 0 1 
1 x x 0 
x 1 x 0 
x x 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●４入力 NORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 
Output1

0 0 0 0 1 
1 x x x 0 
x 1 x x 0 
x x 1 x 0 
x x x 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●５入力 NORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 
Output1 

0 0 0 0 0 1 
1 x x x x 0 
x 1 x x x 0 
x x 1 x x 0 
x x x 1 x 0 
x x x x 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●６入力 NORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 
Output1 

0 0 0 0 0 0 1 
1 x x x x x 0 
x 1 x x x x 0 
x x 1 x x x 0 
x x x 1 x x 0 
x x x x 1 x 0 
x x x x x 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●７入力 NORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 
Output1 

0 0 0 0 0 0 0 1 
1 x x x x x x 0 
x 1 x x x x x 0 
x x 1 x x x x 0 
x x x 1 x x x 0 
x x x x 1 x x 0 
x x x x x 1 x 0 
x x x x x x 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

●８入力 NORの真理値表 
Input 

1 2 3 4 5 6 7 8 
Output1

0 0 0 0 0 0 0 0 1 
1 x x x x x x x 0 
x 1 x x x x x x 0 
x x 1 x x x x x 0 
x x x 1 x x x x 0 
x x x x 1 x x x 0 
x x x x x 1 x x 0 
x x x x x x 1 x 0 
x x x x x x x 1 0 

０：OFF、１：ON、x：ON、OFFどちらでも可 

  

3-5 NOR  
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■概要 
入力信号の排他的論理和を出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
 

■機能の説明 
入力信号の排他的論理和を出力します。 
 

■真理値表 
Input1 Input2 Output1 

0 0 0 
0 1 1 
1 0 1 
1 1 0 

０：OFF、１：ON 
 

 

  

 

3-6 Exclusive OR（EXOR） 
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■概要 
入力信号の排他的否定論理和を出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
 

■機能説明 
入力信号の排他的否定論理和を出力します。 
 

■真理値表 
Input1 Input2 Output1 

0 0 1 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON 

 

 

  

 
 

3-7 Exculsive NOR（EXNOR） 
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■概要 
入力信号を ONにすると、ファンクションブロック内
で ONの状態を保持し継続して出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力数最大設定時 

 

■機能説明 
リセットセットフリップフロップ ファンクションブ
ロックは、Input を ON にすると、ファンクションブ
ロック内でONの状態を保持しOutput Enableへ継続
して出力します。 
ファンクションブロック内で ONの状態を保持してい
るので、Input が ON から OFF になっても Output 
Enableは ONを出力し続けます。 
Reset を ON にすると、ファンクションブロック内で
保持している信号を OFFします。 

■Fault Present出力設定 
Fault Present出力がプログラムで使用できます。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブで、[Fault Present]チェックボックスにチェックマ
ークを入れます。 
 

■異常処理と異常のリセット 
異常時の動作 

異常 Output 
Enable 

Fault 
Present 

異常時のリセット

2つの入力 
(Input, Reset)が
共に ON 

OFF 
（安全状態） ON 

いずれかの入力を
OFFにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■タイミングチャート 

Input

Reset

Output
Enable

Fault
Present

 
① ② ③ ④

 
①：入力信号 Inputが ONになったため、Output Enableに ONを出力します。 

②：ON状態が保持されるため、Output Enableは ONのままです。 

③：リセット信号 Resetが ONになったため、保持状態を解除します。 

④：Inputと Resetが同時に ONになったため、Fault Presentに ONを出力します。 

 

3-8 リセットセットフリップフロップ（RS-FF） 
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■概要 
入力信号と設定値を比較し、一致したときに出力しま
す。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入力数最大設定時 

■機能説明 
コンパレータファンクションブロックは、Input（最大
8点）と、設定パラメータで設定した比較値を比較し、
すべての Input と設定値が一致したときに Output 
Enableに ONを出力します。 
 
Output Enableが ON中に、Inputが比較値と異なっ
たとき Output Enableを OFFにします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

比較値 
(Comparison 
Data) 

00000000～11111111 
(Bit 0～7 が Input1～Input8
に対応) 
(Bit 0が最下位ビット) 

00000001 
(Input 1が ON) 

 

■オプション入力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O数の設定]タブで、入力数を増やすことができま
す。 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Inputの数 1～8 1 

 
 
 

 

■真理値表 

コンパレータへの入力信号 コンパレータからの
出力信号 

Input 
1 2 3 4 5 6 7 8 

Output Enable 

≠比較値 
Bit 0 x x x x x x x 0 

x ≠比較値 
Bit 1 x x x x x x 0 

x x ≠比較値 
Bit 2 x x x x x 0 

x x x ≠比較値 
Bit 3 x x x x 0 

x x x x ≠比較値 
Bit 4 x x x 0 

x x x x x ≠比較値 
Bit 5 x x 0 

x x x x x x ≠比較値 
Bit 6 x 0 

x x x x x x x ≠比較値 
Bit 7 0 

＝比較値 
Bit 0 

＝比較値 
Bit 1 

＝比較値 
Bit 2 

＝比較値 
Bit 3 

＝比較値 
Bit 4 

＝比較値 
Bit 5 

＝比較値 
Bit 6 

＝比較値 
Bit 7 1 

＝比較値：コンパレータへの入力信号と設定した比較値（Comparison Data）が同値 

≠比較値：コンパレータへの入力信号と設定した比較値（Comparison Data）が異値 

×：コンパレータへの入力信号と設定した比較値が同値 または 異値 
 
 

3-9 コンパレータ（Comparator）  
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■タイミングチャート 

Input1

Input2

Input3

Input4

Input5

Input6

Input7

Input8

Output
Enable

① ②

 
※上記水平方向の破線は、各 Inputの比較値を表します。 

①：すべての入力信号が比較値と一致したとき Output Enableを ONします。 

②：いずれかの入力信号が比較値と不一致になったとき Output Enableを OFFします。 

 

 

コンパレータ(Comparator)
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■概要 
入力信号と設定値を比較し、比較結果を出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入力数最大設定時 

■機能説明 
コンパレータ２ファンクションブロックは、Input（最
大 8点）と、設定パラメータで設定した比較値を符号
なし８ビットで比較し、比較結果を出力します。
Input8 が最上位ビット、Input1 が最下位ビットを表
します。 

■オプション入力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O 数の設定]タブで入力数を増やすことができま
す。 
パラメータ 設定範囲 初期値 
Inputの数 1～8 1 

■オプション出力設定 
ファンクションブロックのプロパティダイアログの
[I/O数の設定]タブで出力数を増やすことができます。 

出力 意味 

＞ 比較結果が Input＞設定値 のとき、ON 
それ以外のとき、OFF 

＞＝ 比較結果が Input≧設定値 のとき、ON 
それ以外のとき、OFF 

＝ 比較結果が Input＝設定値 のとき、ON 
それ以外のとき、OFF 

＜＝ 比較結果が Input≦設定値 のとき、ON 
それ以外のとき、OFF 

＜ 比較結果が Input＜設定値 のとき、ON 
それ以外のとき、OFF 

＜＞ 比較結果が Input≠設定値 のとき、ON 
それ以外のとき、OFF 

 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

比較値 
(Comparison 
Data) 

0x00 (00000000)～0xFF (11111111) 
Input8が最上位ビット、Input1が最下位ビットを表す。ただし Inputの数に
より設定できる値の範囲は変化する。 
 

Inputの数 値の範囲 

1 0x00 (0) - 0x01 (1) 

2 0x00 (00) - 0x03 (11) 

3 0x00 (000) - 0x07 (111) 

4 0x00 (0000) - 0x0F (1111) 

5 0x00 (00000) - 0x1F (11111) 

6 0x00 (000000) - 0x3F (111111) 

7 0x00 (0000000) - 0x7F (1111111) 

8 0x00 (00000000) - 0xFF (11111111) 
 

0x01 (00000001) 
(Input 1が ON) 

 

■真理値表 
比較結果 ＞ ＞＝ ＝ ＜＝ ＜ ＜＞

Input＞設定値 ON  ON OFF OFF OFF ON 
Input＝設定値 OFF ON ON ON OFF OFF
Input＜設定値 OFF OFF OFF ON ON ON 

 

 
 
 
 
 

 

3-10 コンパレータ 2（Comparator2）   



タイマ／カウンタファンクションブロック 
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タイマ／カウンタファンクションブロ
ック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファンクションブロック サポート 
項番 

略称 ファンクションブロック名 G9SP NE1A
ページ 備考 

3-11 Off-Delay Timer オフディレータイマ ○ ○ 3-24  

3-12 On-Delay Timer オンディレータイマ ○ ○ 3-25  

3-13 Pulse Generator パルスジェネレータ ○ ○ 3-26 ・NE1Aユニット Ver.1.0以降 

3-14 Counter カウンタ ○ ○ 3-27 ・NE1Aユニット Ver.1.0以降 

3-15 Up-Down Counter アップダウンカウンタ ○ × 3-30  

3-16 Serial-Parallel Converter シリアルパラレルコンバータ ○ × 3-31  

×：未対応、○：対応 
 



タイマ／カウンタファンクションブロック 
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■概要 
オフディレータイマの動作をします。 

■ダイアグラム 

設定値が表示されます。 
 

■機能説明 
オフディレータイマの動作をします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

オフディレー時間 
（Delay Time） 0ms～300秒、10ms単位 0ms 

オフディレー時間は、サイクル時間以上の値を設定してください。 

 

■運転開始時 
タイマをリスタートします。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■タイミングチャート 

Input

設定値

タイマ値

Output
Enable

アイドル
→運転

0

 

アイドル 
→運転 

オフディレー時間 オフディレー時間 

 
 

 

3-11 オフディレータイマ（Off-Delay Timer） 



タイマ／カウンタファンクションブロック 
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■概要 
オンディレータイマの動作をします。 
 

■ダイアグラム 

 
設定値が表示されます。  

■機能説明 
オンディレータイマの動作をします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

オンディレー時間 
（Delay Time） 0ms～300秒、10ms単位 0ms 

オンディレー時間は、サイクル時間以上の値を設定してください。 

 

■運転開始時 
タイマをリスタートします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■タイミングチャート 

Input

設定値

タイマ値

Output
Enable

アイドル
→運転

0

 

アイドル 
→運転 

オンディレー時間 オンディレー時間 

 
 

 

3-12 オンディレータイマ（On-Delay Timer） 
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■概要 
入力信号が ONの間 Output Enableに ON/OFFを周
期的に出力します。 

■ダイアグラム 

設定した ONパルス幅が 
表示されます。  

 

■機能説明 
パルスジェネレータファンクションブロックは、Input
が ONの間 Output Enableに ON/OFFを周期的に出
力します。 
ON および OFF の時間は 10ms 単位で、10ms～3 秒
の範囲で設定できます。 
設定を ON 時間：100ms、OFF 時間：500ms とした
場合、Inputが ONの間、ON：100ms、OFF：500ms
を繰り返します。出力は必ず ONから開始します。 
 

 参考 

出力されるパルスの幅は、「タイマ時間設定値を超える最小の

サイクルタイムの倍数」～「タイマ時間設定値 + 10ms 以上と

なる最小のサイクルタイムの倍数」の範囲で誤差が発生します。

例えば、サイクル時間 7msでON時間を 100msに設定した場

合、105ms から 112ms の範囲で誤差が発生します。 

 

■運転開始時 
タイマをリスタートします。入力信号が ONの場合、
ONパルスから開始します。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

On Pulse Time 10ms～3秒、10ms単位 500ms 
Off Pulse Time 10ms～3秒、10ms単位 500ms 

タイマ時間は、G9SPシリーズのサイクル時間以上の値を設定してくださ
い。 

 

 

■タイミングチャート 

Input

Output
Enable

アイドル
→運転  

3-13 パルスジェネレータ(Pulse Generator) 
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■概要 
入力信号の入力回数をカウントし、設定した回数に達
したときに ONを出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
マニュアルリセット（デフォルト） 

 

モニタ時に、現在値が表示
されます。 
本例は、カウンタ現在値が
88の場合。 

 
オートリセット 

■機能説明 
カウンタファンクションブロックは、Input の入力回
数をカウントし、設定値に達したときに Output 
Enableに ONを出力します。 
Input が OFF から ON になった回数を計数し、この
値をカウント値とします。 
Inputを検知するには、Inputの OFF時間、ON時間
がともにサイクル時間以上継続している必要がありま
す。 
 

●カウント方法 
入力回数のカウント方法として、減算カウンタと加算
カウンタが設定できます。 
 
減算カウンタの場合は、カウンタの初期値を設定回数
とし、Input の立ち上がり（OFF→ON 変化）を検知
する毎にカウントダウンし、0になったときに Output 
Enableを ONにします。 
 
加算カウンタの場合は、カウンタの初期値を 0 とし、
Input の立ち上がり（OFF→ON 変化）を検知する毎
にカウントアップし、設定回数に達したときにOutput 
Enableを ONにします。 
 
カウント値（現在値）はファンクションブロックの内
部のワークエリアに保持され、ロジックエディタ上で
モニタリングできます。 

●リセット方法 
カウントした入力回数のリセット方法として、マニュ
アルリセットとオートリセットが設定できます。 
 
・オートリセット 
入力回数が設定した回数に達したときに Output 
Enableを ONとします。この後、Inputが OFFした
ときに現在のカウント値をリセットします。Input が
OFFとなるまでは、Output Enableは ONを保持し、
InputがOFFとなったときにOutput EnableをOFF
とします。 
 
・マニュアルリセット 
Resetを ONにすると、現在のカウント値のリセット
を行いOutput EnableをOFFにします。ResetがON
の間、Inputの ONをカウントせず、Resetが OFFし
た後、カウントを開始します。カウントは、Reset が
OFFした次のサイクル以降に、Inputが OFF→ONと
なってから開始します。 
 

■運転開始時 
カウント値をリセットします。 
Inputが ONのとき、カウント処理は実行しません。
カウント処理は OFF→ONの変化を必要とします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Reset Condition ・Auto Reset(オートリセット) 
・Manual Reset(マニュアルリ
セット) 

Manual Reset 

Count Type ・Down counter(減算カウンタ) 
・Up counter(加算カウンタ) 

Down counter 
(減算カウンタ)

Counter 1～65535(count) 1(count) 

3-14 カウンタ（Counter） 
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■タイミングチャート 
(1)オートリセット 
減算カウンタ時 

Input

Counter
(設定値)

Count値

Output
Enable

アイドル
→運転

0

 
 

加算カウンタ時 

Input

Counter
(設定値)

Count値

Output
Enable

アイドル
→運転

 
 
 
 
 

カウンタ(Counter)
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(2)マニュアルリセット 
減算カウンタ時 

Input

Counter
(設定値)

Count値

Output
Enable

アイドル
→運転

Reset

0

 
 
加算カウンタ時 

Input

Counter
(設定値)

Count値

Output
Enable

アイドル
→運転

Reset

 
 
 
 

カウンタ(Counter) 
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■概要 
加算カウント入力の立ち上がりで加算、減算カウント
入力の立ち上がりで減算を行います。 

■ダイアグラム  

 

■機能説明 
アップダウンカウンタファンクションブロックは加算
カウント入力の立ち上がりで加算し、減算カウント入
力の立ち上がりで減算を行います。加算によって現在
値が設定値から 0に桁上げするとき、Output Enable
が ONとなり、0から 1へ加算する時 OFF となりま
す。 
また減算によって現在値が 0から設定値に桁下げする
時、ONとなり、設定値から 1つ減算するとき OFF と
なります。 
入力信号を検知するには、入力信号の OFF時間、ON
時間がともにサイクル時間以上継続している必要があ
ります。 

● カウントアップフラグの動き 
・加算によるとき 

 

さらに加算で
0に戻る 

・減算によるとき 

 
さらに減算で
設定値に戻る

 

●カウント方法 
加算、減算カウント入力は信号立ち上がり（OFF→
ON）時、1 回計数されます。両方の入力が同時 ON の
ときはどちらも計数されません。 
 

●リセット方法 
カウントした入力回数のリセットは、マニュアルリセ
ットのみ使用できます。 
Resetを ONにすると、カウンタの現在値が 0になり
ます。Output Enableを OFFにします。Resetが ON
の間、Inputの変化をカウントせず、Resetが OFFし
た後、カウントを開始します。 
カウントは、Reset が OFF した次のサイクル以降に、
Inputが OFF→ONとなってから開始します。 
 

■運転開始時 
カウント値をリセットします。 
Input が ON のとき、カウント処理は実行しません。
カウント処理は OFF→ONの変化を必要とします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Counter 1～65535(count) 1(count) 

 

■タイミングチャート 

加算
カウント

減算
カウント

Reset

Counter
(設定値)

現在値

Output
Enable

アイドル→運転

  

3-15 アップダウンカウンタ（Up-Down Counter） 
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■概要 
入力信号の入力回数をカウントし、カウント値を出力
します。 
 

■ダイアグラム 

 
出力数最大設定時（デフォルト） 

■機能説明 
シリアルパラレル コンバータファンクションブロッ
クは、Input の入力回数をカウントし、Output1～
Output8に出力します。 
Inputが OFFから ONになった回数を計数し、この値
をカウント値とします。 
Inputを検知するには、Inputの OFF時間、ON時間
がともにサイクル時間以上継続している必要がありま
す。 

●カウント方法 
入力回数のカウントは加算カウンタ固定です。 
カウント値の初期値は 0で、Inputの立ち上がり（OFF
→ON 変化）を検知する毎にカウントアップします。
カウント値の最大は 255で、255のときに Inputを検
知すると、カウンタ値は 0になります。 

●カウント出力 
8 ビットカウント値のビット状態を Output1～
Output8に出力します。 
Output1～Output8までのカウント値と出力の関係は
以下の通りです。 
 

出力信号 出力内容 
Output1 カウンタ値の 0bitの状態 
Output2 カウンタ値の 1bitの状態 
Output3 カウンタ値の 2bitの状態 
Output4 カウンタ値の 3bitの状態 
Output5 カウンタ値の 4bitの状態 
Output6 カウンタ値の 5bitの状態 
Output7 カウンタ値の 6bitの状態 
Output8 カウンタ値の 7bitの状態 

 
 

●リセット方法 
カウントした入力回数のリセットは、マニュアルリセ
ットのみ使用できます。 
Reset を ON にすると、現在のカウント値のリセット
を行います。Resetが ONの間、Inputの ONをカウ
ントせず、Resetが OFFした後、カウントを開始しま
す。カウントは、Resetが OFFした次のサイクル以降
に、Inputが OFF→ONとなってから開始します。 

■運転開始時 
カウント値をリセットします。 
Input が ON のとき、カウント処理は実行しません。
カウント処理は OFF→ONの変化を必要とします。 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 
Outputの数 1～8 8 

 
 

3-16 シリアルパラレルコンバータ 
（Serial-Parallel Converter ) 
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■タイミングチャート
(1)リセット入力なし 

アイドル
→運転

Input

Reset

Output1

Output2

Output3

Counter
(Interna l)

 
 
 

(2)リセット入力あり 

アイドル
→運転

Input

Reset

Output1

Output2

Output3

Counter
(Internal)

 
 

シリアルパラレルコンバータ（Serial-Parallel Converter) 



セーフティデバイスファンクションブロック 
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セーフティデバイスファンクションブ
ロック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファンクションブロック サポート 
項番 

略称 ファンクションブロック名 G9SP NE1A
ページ 備考 

3-17 EDM 外部デバイスモニタリング ○ ○ 3-34  

3-18 Enable Switch イネーブルスイッチモニタリング ○ ○ 3-36 ・NE1Aユニット Ver.1.0以降 

3-19 E-STOP 非常停止押ボタンモニタリング ○ ○ 3-38  

3-20 Light Curtain Monitoring ライトカーテンモニタリング ○ ○ 3-40  

3-21 Muting ミューティング ○ ○ 3-42 ・NE1Aユニット Ver.1.0以降 

3-22 Safety Gate Monitoring 安全扉モニタリング ○ ○ 3-56  

3-23 Two Hand Controller 2ハンドコントロール ○ ○ 3-60  

3-24 User Mode Switch ユーザモードスイッチモニタリング ○ ○ 3-62  

3-25 Redundant Input 汎用 2入力スイッチモニタリング ○ × 3-64  

3-26 Single Beam Safety Sensor シングルビームセーフティセンサモ
ニタリング ○ × 3-65  

3-27 Non-Contact Door Switch 非接触式ドアスイッチモニタリング ○ × 3-66  

3-28 Safety Mat セーフティマットモニタリング ○ × 3-67  

×：未対応、○：対応 
 
 



セーフティデバイスファンクションブロック 
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■概要 
入力信号と、外部デバイスの状態を評価して、外部デ
バイスへの安全出力を制御します。セーフティリレー
やコンタクタなどの安全出力機器の接点溶着故障や外
部配線の異常（断線）を検出するために使用します。 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力数最大設定時 

 

■機能の説明 
外部デバイスモニタリングファンクションブロックは、
入力信号と、外部デバイスの状態を評価して、外部デ
バイスへの安全出力を行うファンクションブロックで
す。 
 
Monitored Input が OFF→ON に変化した場合、
Output1, 2は OFF→ONに変化します。 
このとき、フィードバック入力 EDM Feed Backは、
設定された時間以内にON→OFFに変化しなければな
りません。 
 
また、Monitored InputがON→OFFに変化した場合、
Output1, 2は ON→OFFに変化します。 
このとき、フィードバック入力 EDM Feed Backは、
設定された時間以内にOFF→ONに変化しなければな
りません。 
 
フィードバック入力が設定時間（Max Feedback 
Time）以内に正常に変化しない場合、EDMエラーが
発生し、Output1, 2は OFFし、EDM errorが ONし
ます。 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。また、入力に応じた出力をします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Max feedback Time 
(TEDM ) 

100ms～1秒、10ms単位 300 ms 

タイマ設定値は、サイクル時間以上の値を設定してください。 
 

 参考 

EDM ファンクションブロックの後にオン/オフディレーファンクショ

ンブロックを置く場合や、EDM Feed Back を入力する安全入

力端子にオン/オフディレーを設定する場合は、その値を考慮

した値を設定してください。 

 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
これらの出力を有効にするには、[ファンクションブロ
ックの設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設
定]タブでチェックボックスにチェックマークを入れ
ます。 
・EDM error 
・Output2 

Output2は Output1と同じ出力となります。 
 

■Fault Present出力設定 

Fault Present出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]
タブで、[Fault Present]チェックボックスにチェック
マークを入れます。 
 
 
 

■異常処理と異常のリセット 
異常時の動作 

異常 Output 
1,2 

Fault 
Present 

エラー 
出力 

異常時のリセット 

EDMフィードバック 
時間異常 OFF 

（安全状態） ON EDM Error ：ON 

異常を取り除き、 
・Monitored Inputを OFF→ONにする 
・または、アイドルモードに変更し、再度運転
モードに変更するにする 

 

3-17 外部デバイスモニタリング(EDM) 
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■タイミングチャート 

 

アイドル 
→運転 

ＴＥＤＭ ＴＥＤＭ ＴＥＤＭ
ＴＥＤＭ ＴＥＤＭ 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

外部デバイスモニタリング(EDM)
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■概要 
イネーブルスイッチデバイスの状態を監視します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力数最大設定時 

 

■機能説明 
イネーブルスイッチモニタリングファンクションブロ
ックは、イネーブルスイッチデバイスの状態を監視す
るファンクションブロックです。 
監視しているイネーブルスイッチデバイスからの入力
がアクティブの場合、Output Enableを ON、入力が
アクティブでない場合やファンクションブロックで異
常を検出した場合は、Output EnableをOFFします。 
また、イネーブルスイッチデバイスがグリップ信号や
リリース信号を出力するものであれば、Grip Input及
び Release Inputに入力することでモニタリング可能
です。入力された Grip Inputや Release Inputは、
Output Enableへは影響しません。 
 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。 
シングルチャネル入力の Input1 またはデュアル入力
の Input1,Input2 がアクティブの場合でも、Output 
Enableは ONになりません。Output Enableを ON
に変更するには、一旦、Input1,Input2 をインアクテ
ィブにしてからアクティブにする必要があります。 
 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Input Type ・Single Channel 
・Dual Channel Equivalent 

Dual Channel  
Equivalent 

Discrepancy Time 

0～30秒、10ms単位。 
0に設定した場合は、 
Discrepancy Timeチェック
を実施しません。 

30ms 

タイマ設定値は、サイクル時間以上の値を設定してください。 

 

■I/O数の設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O数の設定]タブで Grip Input、Release Inputの
有効／無効の設定を行います。 
パラメータ 設定範囲 初期値 

入力数 

2~4 （オプション入力設定） 
2：Grip Input、Release Inputともに無効 
3：Grip Input有効 
4：Grip Input、Release Inputともに有効 

2 

 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
これらの出力を有効にするには、[ファンクションブロ
ックの設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設
定]タブでチェックボックスにチェックマークを入れ
ます。 
・Grip Enable 
・Release Enable 
・Discrepancy Error 

 

■Fault Present出力設定 
Fault Present出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブで、[Fault Present]チェックボックスにチェックマ
ークを入れます。 
 

■真理値表 

●Single Channel設定時 
Input 1 (NO) Output Enable 

0 0 
1 1 

０：OFF、１：ON 

 

●Dual Channel Equivalent設定時 
Input 1 (NO) Input 2 (NO) Output Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON 
 

3-18 イネーブルスイッチモニタリング（Enable Switch）  
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●Grip Input と Grip Enable 
Grip Input Grip Enable 

0 0 
1 1 

０：OFF、１：ON 

 
 

●Release Input と Release Enable 

Release Input Release 
Enable 

0 0 
1 1 

０：OFF、１：ON 
 

■異常処理と異常のリセット 
異常時の動作 

異常 Output 
Enable 

Fault 
Present 

エラー 
出力 

異常時のリセット 

Discrepancy
異常発生 

OFF 
（安全状態） ON Discrepancy Error ：

ON 

異常要因を取り除き、 
・Inputをインアクティブにした後アクティブにする 
・または、アイドルモードに変更し、再度運転モードに変更する 

 

■タイミングチャート 
通常運転及び Discrepancy Error時 

Input1
(NO)

Input2
(NO)

Output
Enable

Discrepancy
Error

Fault
Present

アイドル
→運転 Discrepancy Time

 
グリップ信号とリリース信号 

Grip
Input

Release
Input

Grip
Enable

Release
Enable

 
 
 
 

イネーブルスイッチモニタリング(Enable Switch)
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■概要 
非常停止押しボタンスイッチの状態を監視します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力数最大設定時 

 

■機能説明 
非常停止押ボタンモニタリングファンクションブロッ
クは、非常停止押ボタンスイッチの状態を監視するフ
ァンクションブロックです。 
 
監視している非常停止押ボタンスイッチからの入力が
アクティブの場合、Output Enableを ON、入力がア
クティブでない場合やファンクションブロックで異常
を検出した場合は、Output Enableを OFFします。 
 
安全上

の注意 

 

非常停止アプリケーションでは、マニュアルリセッ
ト機能が必要になります。 

非常停止ファンクションブロックを使用する際に
は、必ずリセットファンクションブロックを併用し
てください。 

 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Input Type 
･Single Channel 
･Dual Channel Equivalent 
･Dual Channel Complementary 

Dual Channel 
Equivalent 

Discrepancy Time 

0～30秒、10ms単位。 
0に設定した場合は、
Discrepancy Timeチェックを実
施しません。 

30ms 

タイマ設定値は、サイクル時間以上の値を設定してください。 

 

 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブでチェックボックスにチェックマークを入れます。 
・Discrepancy Error 

 

■Fault Present出力設定 
Fault Present出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブで、[Fault Present]チェックボックスにチェックマ
ークを入れます。 
 

■真理値表 

●Single Chanel (シングルチャネル) 設定時 
Input1 
(NC) 

Output1 
Enable 

0 0 
1 1 

０：OFF、１：ON 

● Dual Chanel Equivalent (デュアルチャネル
Equvalent) 設定時 

Input1 
(NC) 

Input2 
(NC) 

Output1 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON 

●Dual Chanel Complementary (デュアルチャネル
Complementary) 設定時 

Input1 
(NC) 

Input2 
(NC) 

Output1 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 1 
1 1 0 

０：OFF、１：ON 
 

3-19 非常停止押ボタンモニタリング（E-STOP） 
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■異常処理と異常のリセット 
異常時の動作 

異常 Output 
Enable 

Fault 
Present 

エラー出力 異常時のリセット 

Discrepancy
異常発生 

OFF 
（安全状態） ON Discrepancy Error： 

ON 

異常要因を取り除き、 
・Inputをインアクティブにした後再度アクティブにする。 
・または、アイドルモードに変更し、再度運転モードに変更する。 

 

■タイミングチャート 

デュアルチャネル Equivalent設定時 

Input1
(NC)

Input2
(NC)

Output
Enable

Discrepancy
Error

Fault
Present

アイドル
→運転

Discrepancy Time

 
 
 
 
 
 
 
 

非常停止押ボタンモニタリング(E-STOP)
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■概要 
セーフティライトカーテンの入力信号を監視します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力数最大設定時 

 

■機能説明 
セーフティライトカーテンモニタリング ファンクシ
ョンブロックは、TYPE4セーフティライトカーテンを
監視するファンクションブロックです。 
 
監視しているセーフティライトカーテンからの入力が
アクティブの場合、Output Enableを ON、入力がア
クティブでない場合やファンクションブロックで異常
を検出した場合は、Output Enableを OFFします。 
 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。また、入力に応じた出力をします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Input Type ･Dual Channel Equivalent 
･Dual Channel Complementary 

Dual Channel 
Equivalent 

Discrepancy Time 

0～30秒、10ms単位。 
0に設定した場合は、
Discrepancy Timeチェックを実
施しません。 

30ms 

タイマ設定値は、サイクル時間以上の値を設定してください。 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブでチェックボックスにチェックマークを入れます。 
・Discrepancy Error 

 

■Fault Present出力設定 
Fault Present出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブで、[Fault Present]チェックボックスにチェックマ
ークを入れます。 

■真理値表 

● Dual Chanel Equivalent (デュアルチャネル
Equvalent) 設定時 

Input1 
(NC) 

Input2 
(NC) 

Output1 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON 

●Dual Chanel Complementary (デュアルチャネル
Complementary) 設定時 

Input1 
(NC) 

Input2 
(NC) 

Output1 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 1 
1 1 0 

０：OFF、１：ON 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■異常処理と異常のリセット 
異常時の動作 

異常 Output 
Enable 

Fault 
Present

エラー出力 異常時のリセット 

Discrepancy
異常発生 

OFF 
（安全状態） ON Discrepancy Error： 

ON 

異常要因を取り除き、 
・Inputをインアクティブにした後再度アクティブにする。 
・または、アイドルモードに変更し、再度運転モードに変更する。 

 

3-20 ライトカーテンモニタリング（Light Curtain Monitoring） 



セーフティデバイスファンクションブロック 

 
3-41 G9SPシリーズ セーフティコントローラ コマンドリファレンスマニュアル（SJLB-307） 

■タイミングチャート 

デュアルチャネル Equivalent設定時 

Input1
(NC)

Input2
(NC)

Output
Enable

Discrepancy
Error

Fault
Present

アイドル
→運転

Discrepancy Time

 

ライトカーテンモニタリング(Light Curtain Monitoring)
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■概要 
ミューティングセンサの検出により、セーフティライ
トカーテンの検出動作を一時的に無効化するファンク
ションブロックです。 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入出力数最大設定時 

■機能説明 
ミューティングファンクションブロックは、ミューテ
ィング機能とオーバーライド機能を備えています。 

●ミューティング機能とは 
セーフティライトカーテンの検出領域に加工ワークや
搬送用パレットなどを通過させるとき、一時的に安全
機能を無効化する機能です。 
ミューティングファンクションブロックは、ミューテ
ィング開始条件が成立すると、セーフティライトカー
テンの入力信号(AOPD Input)を一時的に無効化し、セ
ーフティライトカーテンが遮光状態でもミューティン
グ終了条件が成立するまで、Output Enableを ONし
続けます。 

●対応可能なミューティングアプリケーション 
代表的なミューティングアプリケーションである、以
下の４つの動作モードを選択できます。 

Muting Mode アプリケーション 
並列ミューティン
グ 
Parallel Muting 
with 2 Sensors 

コンベアの搬入口に使用するアプリケーション。
2台の回帰反射形光電スイッチをミューティング
センサとして交差させて配置する場合に使用し
ます。 

単方向直列ミュー
ティング 
Sequential Muting 
(Forward Direction) 

コンベアの搬入口に使用するアプリケーション。
4台の透過形光電スイッチをミューティングセン
サとして配置する場合に使用します。 

双方向直列ミュー
ティング 
Sequential Muting 
(both Directions) 

コンベアの搬入出口に使用するアプリケーショ
ン。 
4台の透過形光電スイッチをミューティングセン
サとして配置する場合に使用します。 

位置検出ミューテ
ィング 
Position Detection 

ワークセットを作業者が行い、ターンテーブルや
ワーク移動ロボットでワークを加工エリアまで
移動させるようなアプリケーション。 
ロボットが安全な位置にあることをリミットス
イッチなどで検出してミューティングします。 
人が搬入口にワークを置く際に、セーフティライ
トカーテンの遮光を一時的に無効化させたい場
合に使用します。 

●ミューティングの開始、終了、停止条件 

開始条件 
以下のミューティングの検出条件を全て満たすと、
ミューティング状態になり、Muting Statusを ON
します（Position detectionの場合、④と⑤はありま
せん、ミューティングセンサが ONしたらミューテ
ィング状態になります）。 
①AOPD信号がアクティブ（入光）状態である。 
②Discrepancy 異常、同期異常、シーケンス異常が
発生していない。 

③ミューティングセンサが全て OFFしている。 
④ ③の状態から 2 つのミューティングセンサが正
常なシーケンスで検出している。 

⑤ ③の状態から 2 つのミューティングセンサの同
期時間が正常範囲内で検出している。  

上記に異常が発生すると以下のアラーム出力を行い
ます。 
・④が異常な場合は、シーケンス異常を出力します。 
・⑤が異常な場合は、同期異常を出力します。 
また、ミューティング状態になる前に AOPD信号が
インアクティブ（遮光）状態になった場合は、Output 
Enableを OFFします。 

停止条件（終了条件） 
以下の場合、ミューティング状態を停止し、Muting 

Statusを OFFします。 

①ミューティング状態から以下の状態になった場合 
Muting Mode 終了条件 

Parallel Muting with 
2 Sensors 

Muting Signal 11または12がOFFしている。

Sequential Muting  
(Forward Direction) 

Muting Signal 11、12、21が OFFしている。

・入口シーケンス 
Muting Signal 11、12、21が OFFしている。

Sequential Muting  
(Both Directions) 

・出口シーケンス 
Muting Signal 22、21、12が OFFしている。

Position Detection Muting Signal 11が OFFしている。 

②最大ミューティング時間を経過した場合 
ただし、以下の場合はミューティングを停止する
と共に、Output Enableも OFFします。 

③ ①②でミューティング状態を停止した時に、セー
フティライトカーテンが遮光していた場合 

④AOPD信号で Discrepancy異常が発生 
⑤オーバーライド信号で Discrepancy 異常が発生
（Dual設定の場合のみ) 

※ミューティング開始条件を満足すると、再びミュ
ーティング状態となります。 

3-21 ミューティング（Muting） 
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 参考 

ミューティングセンサはワーク検出時に ON、非検出時に OFF
として説明しています。 

 

●オーバーライド機能とは 
セーフティライトカーテンの検出領域で検出物体が停
止してしまった場合、機械を強制的に動作させ、検出
物体を取り除くための機能です。 
オーバーライド機能により、ミューティング開始条件
が成立していない状態でも、強制的に Output Enable
を ONさせることができます。 

●オーバーライド開始、停止条件 

開始条件 
以下のすべての条件を満たすとオーバーライドを開
始し、Output Enable、および Override Statusを
ONします。 
Muting Statusは以下のとおりです。 
・ONします。 
 
①Muting Signalの少なくとも 1つが ON（ミュー
ティングセンサがワークを検出） 

②AOPD Inputがインアクティブ（セーフティライ
トカーテンが遮光状態） 

③Override Inputが ON(Single入力設定時)もしく
はアクティブ状態(Dual入力設定時) 

※但し、運転開始時はオーバーライドを開始しませ
ん。 

停止条件（終了条件） 
以下のいずれかの条件を満たすとオーバーライドを
終了し、Override Statusを OFFします。 
Muting Statusは以下のとおりです。 
・OFFします。 
なお、AOPDがインアクティブ（セーフティライト
カーテンが遮光状態）の場合、Output Enable が
OFFします。 
 
①すべてのMuting Signalが OFF（ミューティング
センサがワークを検出していない） 

②Max Override Time（最大オーバーライド時間）
を経過 

③Override InputがOFF(Single入力設定時)もしく
はインアクティブ状態(Dual入力設定時) 

 

■運転開始時 
すべてのフォルトを OFF とし、すべてのタイマをリ
スタートします。また、入力に応じた出力をします。 
 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Muting Mode 
 *1 

・Parallel Muting  
with 2 Sensors 
・Sequential Muting 

(Forward Direction) 
・Sequential Muting 

(Both Direction) 
・Position detection 

Parallel 
Muting with 2 
Sensors  
 

Synchronization 
Time *3 30ms～3秒,10ms単位 *2 3秒 

Input Type of  
AOPD 

・Dual Channel Equivalent 
(NC/NC) 
・Dual Channel  
 Complementary (NC/NO) 

Dual Channel 
Equivalent 

Discrepancy Time
(AOPD) 

10～500ms：10ms単位 *2 
0に設定した場合は、 
Discrepancy Timeチェック 
を実施しません。 

30ms 

Input Type of  
Override 

・Single Channel 
・Dual Channel Equivalent 
・Dual Channel  

Complementary 
・Not Used 

Not Used 

Discrepancy Time 
(Override) 

10～500ms：10ms単位 *2 
0に設定した場合は、 
Discrepancy Timeチェック 
を実施しません。 

30ms 

Max Override  
Time 500ms～127.5秒,500ms単位 60秒 

Max Muting 
Time 

500ms～127.5秒,500ms単位 
0に設定した場合は、 
Muting Timeは∞(無限大)。 

60秒 

*1:Muting Modeによって使用するMuting Signalは設定されます。 

*2:タイマ設定値は、サイクル時間以上の値を設定する必要があります。 

*3: Muting Signal 11－Muting Signal 12間、およびMuting Signal 21
－Muting Signal 22間の同期時間を設定します。 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブでチェックボックスにチェックマークを入れます。 
・Override Status 
・Sequence Error 
・Synchronization Error 
・Discrepancy Error(AOPD) 
・Discrepancy Error(Override) 
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■Fault Presnt出力設定 
Fault Present出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブで、[Fault Present]チェックボックスにチェックマ
ークを入れます。 

 

■異常処理と異常リセット 

●同期異常 
Muting ModeをPosition Detection以外に設定した場
合に検出可能な異常です。 
同期異常はMuting Signal（ミューティングセンサ）
間の入力時間差が、設定した Synchronization Time
を超えた場合に発生し、Synchronization Errorが ON
します。 
同期異常が発生した状態で、AOPD Input が OFF す
ると（セーフティライトカーテンが遮光状態になると）、
Output Enableが OFFします。 
Fault Presentは以下のタイミングで ONします。 
・AOPD Inputが OFF したとき。 
 
以下に Muting Mode ごとの同期異常の発生条件を示
します。 

Muting Mode 同期異常の発生条件 
Parallel Muting 
 with 2 Sensors 

Muting Signal 11とMuting Signal 12の入力
時間差が、設定値（Synchronization Time）
を超えた場合。 

Sequential Muting 
(Forward Direction) 

Muting Signal 11とMuting Signal 12の入力
時間差が、設定値（Synchronization Time）
を超えた場合。 
・入口シーケンス 
Muting Signal 11とMuting Signal 12の入力
時間差が、設定値（Synchronization Time）
を超えた場合。 

Sequential Muting 
(Both Directions) 

・出口シーケンス 
Muting Signal 21とMuting Signal 22の入力
時間差が、設定値（Synchronization Time）
を超えた場合。 

Position Detection 検出しません。 

●シーケンス異常 
シーケンス異常はMuting Signal（ミューティングセ
ンサ）の検出順序が正常でない場合に発生し、
Sequence Errorが ONします。 
シーケンス異常が発生した状態で、AOPD Input が
OFFすると（セーフティライトカーテンが遮光状態に
なると）、Output Enableが OFFします。 
Fault Presentは以下のタイミングで ONします。 
・AOPD Inputが OFFしたとき。 
 
以下に Muting Mode ごとの正常なシーケンスを示し
ます。 

 
Muting Mode 正常シーケンス 

Parallel Muting  
with 2 Sensors 

Muting Signal 11に続いてMuting Signal 12
を検出 

Sequential Muting 
 (Forward Direction) 

Muting Signal 11に続いてMuting Signal 12
を検出 

・入口シーケンス 
Muting Signal 11に続いてMuting Signal 12
を検出 

Sequential Muting 
 (Both Directions) 

・出口シーケンス 
Muting Signal 22に続いてMuting Signal 21
を検出 

Position Detection Muting Signal 11が ONの間に AOPD Input
の OFFを検出 

※正常シーケンスの前に、すべてのMuting Signalは OFFである必要
があります。（シーケンス異常の検出は、対象となるMuting Signal
がすべて OFF状態となってから開始します。） 

●Discrepancy異常 
AOPD Input と Override Input の入力毎に、
Discrepancy時間を監視します。 
AOPD InputはDiscrepancy Error (AOPD)、Override 
Inputは Discrepancy Error (Override)に出力します。
Fault Present への出力は、下記「異常のリセット」
を参照してください。 
 

■異常のリセット 
異常時の動作 

異常 Output 
Enable 

Fault 
Present

エラー
出力 

異常のリセット 

AOPD 
Input間で
Discrepan
cy異常発
生 

Discrep
ancy 
Error 
(AOPD)
：ON 

セーフティライトカ
ーテンの入力ペア
(AOPD Input1,2)をイ
ンアクティブ状態か
らアクティブ状態に
する 
または、アイドル 
モードに変更し、再 
度運転モードに変更 
する 

Override 
Input間で
Discrepan
cy異常発
生 

OFF 
(安全状
態) 

ON 

Discrep
ancy 
Error 
(Overrid
e)：ON 

Overrideの入力ペア
(Override Input1,2)を
インアクティブ状態
からアクティブ状態
にする。 
または、アイドルモー
ドに変更し、再度運転
モードに変更する 

同期異常 

Synchro
nization 
Error：
ON 

シーケン
ス異常 

AOPD 
Inputと
同じ 
 *1 

AOPD 
Inputと
同じ 
*1 

Sequen
ce 
Error：
ON 

次に正常にミューテ
ィング状態になった
とき 
または、アイドル 
モードに変更し、再 
度運転モードに変更 
する 

*1: 同期異常またはシーケンス異常が発生した状態でも AOPD Input
が OFF（セーフティライトカーテンが遮光状態になると）のとき
OFF、AOPD Inputが ONのとき ON。 
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■タイミングチャート 
同期異常(Muting Mode: Parallel Muting with 2 Sensors) 

 
AOPD

Input1(NC)

AOPD
Input2(NC)

Muting
Signal11

Muting
Signal12

Output
Enable

Syncronization Time

Muting
Status

Fault
Present

Syncronization
Error

ミューティング(Muting)
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■ミューティングシステム設置例 

1. Parallel Muting with 2 Sensors 
2台の回帰反射形光電スイッチをミューティングセンサとして交差させて配置する場合の設置例です。 
ワークの長さ Lが一定でない場合や十分な長さがない場合に使用します。 
 
設置図 

MS11

反射板MS12

反射板

L

ライトカーテン

ワーク

D1=
d1

V

MS11

反射板MS12

反射板

L

ライトカーテン

ワーク

D1=
d1

V

 
MS11: Muting Signal11へ接続するミューティングセンサ 
MS12: Muting Signal12へ接続するミューティングセンサ 

 
※2つのセンサの交差点はセーフティライトカーテンよりも後方にくるようにする必要があります。 
 
●ミューティングシーケンス 
1.上記設置図の状態は、MS11, MS12 及びセーフティライトカーテンを遮光していない状態なので、Output 

Enableが ONします。 
2.ワークが→の方向に進入し、MS11, MS12の順に ONすると、ミューティング状態（Muting Statusが ON）に
なります。 

3.さらにワークが進入し、セーフティライトカーテンを遮光（AOPD Input が OFF）しても Output Enableを
ONで維持します。 

4. さらにワークが進入し、MS11がワークを遮光しなくなると、ミューティング状態が解除（Muting Statusが
OFF）されます。 

 
タイミングチャート 
・正常動作 

AOPD
Input1(NC)

AOPD
Input2(NC)

Muting
Signal11

Muting
Signal12

Output
Enable

アイドル
→運転 Syncronization Time

Muting
Status

Fault
Present
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●設置距離 
ミューティングセンサがミューティング機能を有効状態に保つために必要な最小距離 D1は 

D1 ＜ L ・・・・・（1）式 
L ： ワークの長さ 

ミューティングセンサがミューティング機能を有効にするために必要な最大距離 d1は 
V × T1min ＜ d1 ＜ V × T1max ・・・・・（2）式 
V ： ワークの進入速度 
T1min ： G9SPシリーズのサイクル時間 
T1max ： Synchronization Time設定時間（初期値は 3sに設定されています。） 

 
ミューティング機能を有効に機能させるには、D1は(1)式を、d1は(2)式を満たす必要があります。この距離は人
の通過によってミューティング機能が有効になることを防止しなければなりません。また、次のワークがミュー
ティングセンサに到達する前に、前のワークがすべてのミューティングセンサを通過しているようにセーフティ
ライトカーテンとミューティングセンサを設置してください。 
 
●ミューティング開始条件 
以下のミューティングの検出条件を全て満たすと、ミューティング状態（Muting Statusを ON）になります。 
①セーフティライトカーテンが入光状態（AOPD信号がアクティブ）である。 
②Discrepancy異常が発生していない。 
③ミューティングセンサが全て OFFしている。 
④③の状態から 2つのミューティングセンサが正常なシーケンスで検出している。 
⑤③の状態から 2つのミューティングセンサの同期時間が正常範囲内で検出している。 

 
上記に異常が発生すると以下のアラーム出力を行います。 
・④が異常な場合は、シーケンス異常を出力します。 
・⑤が異常な場合は、同期異常を出力します。 
また、ミューティング状態になる前にセーフティライトカーテンが遮光状態（AOPD 信号がインアクティブ）に
なった場合は、Output Enableを OFFします。 
●ミューティング停止条件（終了条件） 
以下の場合、ミューティング状態を停止（Muting Statusを OFF）します。 
①ミューティング状態からMuting Signal 11または 12が OFFしている。 
②最大ミューティング時間（Max Muting Time）を経過した場合 

 
なお、以下の場合はミューティングを停止すると共に、Output Enableも OFFします。 
③ ①②でミューティング状態を停止した時に、セーフティライトカーテンが遮光していた場合 
④AOPD信号で Discrepancy異常が発生 
⑤オーバーライド信号で Discrepancy異常が発生（Dual設定の場合のみ) 

 
※ミューティング開始条件を満足すると、再びミューティング状態となります。 
 

 参考 

ミューティングセンサはワーク検出時に ON、非検出時に OFF として説明しています。 
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2. Sequential Muting (Forward Direction) 
4台の透過形光電スイッチをミューティングセンサとして配置する場合の設置例です。 
搬送されるワークの長さが一定以上の長さがある場合に使用します。  
設置図 

MS 11

MS 11

MS 12

MS 12 MS2 1

M S2 2MS2 1

M S2 2

ワー ク

L

D3

D 2ｄ2

V

ライトカ ーテ ン

MS 11

MS 11

MS 12

MS 12 MS2 1

M S2 2MS2 1

M S2 2

ワー ク

L

D3

D 2ｄ2

V

ライトカ ーテ ン

 
MS11: Muting Signal11へ接続するミューティングセンサ 
MS12: Muting Signal12へ接続するミューティングセンサ 
MS21: Muting Signal21へ接続するミューティングセンサ 
MS22: Muting Signal22へ接続するミューティングセンサ 

 
●ミューティングシーケンス 
1.上記設置図の状態は、MS11, MS12, MS21, MS22及びセーフティライトカーテンを遮光していない状態なので、

Output Enableが ONします。 
2.ワークが→の方向に進入し、MS11, MS12の順に ONすると、ミューティング状態になり、Muting Statusが

ONします。 
3.さらにワークが進入し、セーフティライトカーテンを遮光しても Output Enableを ONで維持します。 
4.さらにワークが進入し、MS21がワークを遮光しなくなると、ミューティング状態が解除され、Muting Status
が OFFします。 

 
タイミングチャート 

AOPD
Input1(NC)

AOPD
Input2(NC)

Muting
Signal11

Muting
Signal12

Output
Enable

アイドル
→運転

Syncronization Time

Muting
Status

Fault
Present

Muting
Signal21

Muting
Signal22
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設置距離 
ミューティングセンサがミューティング機能を有効状態に保つために必要な最小距離 D2、D3は 

D2 ＜ L･････ (3)式 
D3 ＜ L･････ (4)式 
L ： ワークの長さ 

ミューティングセンサがミューティング機能を有効にするために必要な最大距離 d2は 
V × T1min ＜ d2 ＜ V × T1max ･････ (5)式 
V ： ワークの進入速度 
T1min ： G9SPシリーズのサイクル時間 
T1max ： Synchronization Time設定時間 

初期値は 3sに設定されています。 
 
ミューティング機能を有効に機能させるためには D2は(3)式を、D3は(4)式を、d2は(5)式を満たす必要がありま
す。この距離は人の通過によってミューティング機能が有効になることを防止しなければなりません。また、次
のワークがミューティングセンサに到達する前に、前のワークがすべてのミューティングセンサを通過している
ようにセーフティライトカーテンとミューティングセンサを設置してください。 
 
●ミューティング開始条件 
①シーケンスチェック 
センサMS11 -> センサMS12の順番で検出している。 
以下はシーケンス異常とします。 
・最初に S2を検出した場合 
・MS11とMS12を同時に検出した場合 
・MS11,MS12検出時にMS21又はMS22が ONしている場合 
 

②同期時間チェック 

MS11を検出してからMS12を検出するまでの時間(T1)が最大同期時間以内で検出すること 
以下は同期異常とします。 
・MS11を検出してからMS12を検出するまで最大同期時間を経過した場合 
 
●ミューティング終了条件 
①シーケンスチェック 
・2つ以上のセンサが ONしていない場合 
※不正なセンサの状態の場合もミューティングを終了します。 
 
②最大時間チェック 
・ミューティング時間が最大ミューティング時間を越えている。 
※セーフティライトカーテン遮光の時間監視はありません。 
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3. Sequential Muting (Both Direction) 
設置図 
(1)入口 

M S 1 1

M S 1 1

M S 1 2

M S 1 2 M S 2 1

M S 2 2M S 2 1

M S 2 2

ワ ー ク

L

D 3

D 2ｄ 2

V

ラ イ ト カ ー テ ン

M S 1 1

M S 1 1

M S 1 2

M S 1 2 M S 2 1

M S 2 2M S 2 1

M S 2 2

ワ ー ク

L

D 3

D 2ｄ 2

V

ラ イ ト カ ー テ ン

 
(2)出口 

M S 11

M S 11

M S 12

M S 12 M S 21

M S 22M S 21

M S 22

LD 2 ｄ 2

ワ ー クV

D 3

ラ イ ト カ ー テ ン

M S 11

M S 11

M S 12

M S 12 M S 21

M S 22M S 21

M S 22

LD 2 ｄ 2

ワ ー クV

D 3

ラ イ ト カ ー テ ン

 
MS11: Muting Signal11へ接続するミューティングセンサ 
MS12: Muting Signal12へ接続するミューティングセンサ 
MS21: Muting Signal21へ接続するミューティングセンサ 
MS22: Muting Signal22へ接続するミューティングセンサ 

 
●ミューティングシーケンス 
1.上記設置図の状態は、MS11, MS12, MS21, MS22及びセーフティライトカーテンを遮光していない状態なので、

Output Enableが ONします。 
2.入口の場合はワークが→の方向に進入し、MS11, MS12(出口の場合はMS22, MS21)の順に ONすると、ミュー
ティング状態になり、Muting Statusが ONします。 

3.さらにワークが進入し、セーフティライトカーテンを遮光しても Output Enableを ONで維持します。 
4.さらにワークが進入し、入口の場合は MS21(出口の場合はMS12)がワークを検出しなくなると、ミューティン
グ状態が解除され、Muting Statusが OFFします。 
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タイミングチャート 
・入口 

AOPD
Input1(NC)

AOPD
Input2(NC)

Muting
Signal11

Muting
Signal12

Output
Enable

Syncronization Time

Muting
Status

Muting
Signal21

Muting
Signal22

 
 
・出口 

AOPD
Input1(NC)

AOPD
Input2(NC)

Muting
Signal11

Muting
Signal12

Output
Enable

Syncronization Time

Muting
Status

Muting
Signal21

Muting
Signal22
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設置距離 
設置距離は Sequential Muting(Forward Direction)と同様です。 
 
●ミューティング開始条件 
(1)シーケンスチェック 
最初にセンサMS11を検出した場合、入口シーケンスとします。 
最初にセンサMS22を検出した場合、出口シーケンスとします。 
①共通 
以下の場合はシーケンス異常とします。 
・最初にMS12又はMS21を検出した場合 
②入口の場合 
MS11->MS12の順番で検出している。 
以下の場合はシーケンス異常とします。 
・MS11とMS12を同時に検出した場合 
・MS21またはMS22の ONを検出した場合 
③出口の場合 
MS22->MS21の順番で検出している。 
以下の場合はシーケンス異常とします。 
・MS21とMS22を同時に検出した場合 
・MS11またはMS12の ONを検出した場合 
 

(2)同期時間チェック 
①入口の場合 
MS11を検出してからMS12を検出するまでの時間(T1)が最大同期時間以内で検出すること 
以下の場合は同期異常とします。 
・MS11を検出してからMS12を検出するまで最大同期時間を経過した場合 
②出口の場合 
MS22を検出してからMS21を検出するまでの時間(T1)が最大同期時間以内で検出すること 
以下の場合は同期異常とします。 
・MS22を検出してからMS21を検出するまで最大同期時間を経過した場合 
 
●ミューティング終了条件 
(1)シーケンスチェック 
・２つ以上のセンサが ONしていない場合 
※不正なセンサの状態の場合もミューティングを終了します。 
 
(2)最大時間チェック 
・ミューティング時間が最大ミューティング時間を越えている。 
※セーフティライトカーテン遮光の時間監視はありません。 
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4. Position Detection 
ガードフェンスで囲われた機械のターンテーブルに、ワークを設置するアプリケーションです。機械の危険部分
が人体の反対側にあるとき、セーフティライトカーテンの遮光信号を無効化し作業者はターンテーブルにワーク
を設置できます。 
 
設置図 

 
図 1 : 機械の危険部分が人体側にある状態 
 

 
図 2 : 機械の危険部分が人体の反対側にある状態 

※上記例ではリミットスイッチ 1（S1）を G9SPシリーズの Si0に、リミットスイッチ 2（S2）を Si1に配線しています。 
G9SPシリーズにおけるローカル入力のデュアルチャネルモード設定は Dual Channel Complementaryにしてください。 
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プログラム例 
G9SPシリーズの Si0,Si1に接続されたリミットスイッチ 1,2を安全扉モニタリングファンクションブロックを経
由して、ミューティングファンクションブロックのMuting Signal 11に接続します。 

 
※リミットスイッチ 1,2はローカル入力のデュアルチャネル Complementary設定により 2入力のデータを評価しています。 
※リミットスイッチファンクションブロックの代用で安全扉モニタリングファンクションブロックを使用しています。安全扉モニタリ
ングファンクションブロックの Input Typeは Dual Channel Complementaly (1 pair)を設定しています。 
●ミューティングシーケンス 
1.図 1 では、N.O.接点のリミットスイッチ 1（S1）が OFF、N.C.接点のリミットスイッチ 2（S2）が ON です。
リミットスイッチ 1,2の Dual Channel Complementary信号が入力されるMuting Signal11は OFF状態にな
ります。 
セーフティライトカーテンを遮光していない状態なので、Output Enableが ONします。 

2.ロボットアームが回転することにより、図 2 のリミットスイッチ 1 が ON、リミットスイッチ 2 が OFF です。
リミットスイッチ 1,2のDual Channel Complementary信号が入力されるMuting Signal11はON状態になり
ます。 
これにより、ミューティング状態が有効になり、Muting Statusが ONします。 

3.この時、作業者が作業台で作業するためにセーフティライトカーテンを遮光しますが、Output Enable を ON
で維持します。 

4.作業者の作業を完了し、セーフティライトカーテンが入光状態でロボットアームが回転すると、Muting 
Signal11が OFFするため、ミューティング状態が解除され、Muting Statusが OFFします。  

タイミングチャート 

AOPD
Input1(NC)

AOPD
Input2(NC)

Muting
Signal11
Output
Enable

Muting
Status

 
●ミューティング開始条件 
(1)シーケンスチェック 
・MS11の ONを検出。 
※ただし、運転開始時（アイドル→運転）はミューティングを開始しません。MS11を OFFから ONにする必要  
があります。  
●ミューティング終了条件 
(1) シーケンスチェック 
・MS11の OFFを検出。 
(2)最大時間チェック 
・ミューティング時間が最大ミューティング時間を越えている。 
※セーフティライトカーテン遮光の時間監視はありません。 

ミューティング(Muting) 
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■オーバーライド機能 
オーバーライド機能とは、セーフティライトカーテンの遮光信号を無効にして、Output Enableを ONさせる機
能です。 
下記の図のようにワークが搬送中で詰まってしまうと、強制的にワークを取り出さない限り、正常な状態に戻す
ことは出来ません。このようなときにオーバーライド機能を使用して、ワークをセーフティライトカーテン検出
エリア外まで動かします。 

M S 1 1

反 射 板M S 1 2

反 射 板

ワ ー ク

ラ イ ト カ ー テ ン

M S 1 1

反 射 板M S 1 2

反 射 板

ワ ー ク

ラ イ ト カ ー テ ン

 
MS11: Muting Signal11へ接続するミューティングセンサ 
MS12: Muting Signal12へ接続するミューティングセンサ 

 
●オーバーライドシーケンス 
1.上記設置図の状態は Output Enableが OFFしています。 
2.Override Inputを ONするとオーバーライドが開始し、Override Statusを ONします。Override Inputが ON
を継続している間、強制的にミューティング状態になり、Output Enableが ONします。 

3.ワークが→方向に進入し、MS12がワークを検出しなくなると、オーバーライド機能によるミューティング状態
が解除され、Override Statusを OFFします。 

※Muting Statusは以下のとおりです。 
・オーバーライド機能によりミューティング状態の間 ONします。 

 
タイミングチャート 
オーバーライド機能の通常動作(Muting Mode: Parallel Muting with 2 Sensors) 

 

 
AOPD 

Input1(NC)

AOPD 
Input2(NC)

Override
Input1(NO)

Override
Input2(NO)

Muting
Single11

Muting
Single12

Output 
Enable

Muting
Status

Override
Status

Fault
Present 

Override Discrepancy 時間
すべての Muting Signal が OFF

ミューティング(Muting)
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■概要 

安全扉(セーフティドアスイッチやセーフティリミッ
トスイッチ)の状態を監視します。 
安全カテゴリ 2対応として、機能テスト設定ができま
す。 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入出力数最大設定時 

■機能説明 
安全扉モニタリングファンクションブロックは、安全
扉の状態を監視するファンクションブロックです。安
全扉の状態は、扉に備え付けられたセーフティドアス
イッチやセーフティリミットスイッチなどからの入力
信号によって監視します。 
 
監視しているスイッチからの入力がアクティブの場合、
Output Enableを ON、入力がアクティブでない場合
やファンクションブロックで異常を検出した場合は、
Output Enableを OFFします。 
 
安全扉のアプリケーションでは、機械装置の動作要件
として、安全扉の動作確認が必要な場合があります。
（例：安全カテゴリ２のアプリケーション） 
安全扉モニタリングファンクションブロックでは、機
能テスト設定を有効にすることにより、Output 
Enable が ON するための条件に、安全扉の開閉テス
ト（安全扉の閉→開→閉動作）の正常終了を追加する
ことが可能です。 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。また、入力に応じた出力をします。 
機能テスト設定が有効のときの詳細は下記の機能テス
トを参照してください。 

■設定パラメータ 
パラメータ 設定範囲 初期値 

Input Type 

・Single Channel 
・Dual Channel Equivalent (1pair) 
・Dual Channel Complementary  
(1pair) 
・Dual Channel Equivalent (2pairs) 
・Dual Channel Complementary  
(2pairs) 

Dual 
Channel 
Equivalent 
(1pair) 

Function Test ・no Function Test(無効) 
・Function Test Required(有効) 

no 
Function 
Test(無効)

Discrepancy 
Time Pair1 
Discrepancy 
Time Pair2 

0～30秒、10ms単位。 
0に設定した場合は、Discrepancy
時間チェックを実施しません。 

30ms 

Synchronization 
Time 

0～30秒、10ms単位。 
0に設定した場合は、 
Synchronization（同期）時間チェッ
クを実施しません。 

300ms 

タイマ設定値は、サイクル時間以上の値を設定してください。 

 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
これらの出力を有効にするには、[ファンクションブロ
ックの設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設
定]タブでチェックボックスにチェックマークを入れ
ます。 
・Discrepancy Error (pair1) 
・Discrepancy Error (pair2) 
・Function Test Required Signal 
・Synchronization Error  
・Function Test Error 

 

■Fault Present出力設定 
Fault Present出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブで、[Fault Present]チェックボックスにチェックマ
ークを入れます。 
 
 

3-22 安全扉モニタリング（Safety Gate Monitoring） 
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■真理値表 

●Single Chanel(シングルチャネル)設定時 
Input1 

(Pair1-NC) 
Output 
Enable 

0 0 
1 1 

０：OFF、１：ON 
 

●Dual Chanel Equvalent(1Pair)(デュアルチャネル
Equvalent(1Pair)設定時 

Input1 
(Pair1-NC) 

Input2 
(Pair1-NC) 

Output 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON 

 

●Dual Chanel Complementary(1Pair)(デュアルチ
ャネル Complementary(1Pair))設定時 

Input1 
(Pair1-NC) 

Input2 
(Pair1-NC) 

Output 
Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 1 
1 1 0 

０：OFF、１：ON 

 

 

 

 

 

 

 

●Dual Chanel Equvalent(2Pair)(デュアルチャネル
Equvalent(2Pair)設定時 

Input1 
(Pair1-NC)

Input2 
(Pair1-NC)

Input3 
(Pair2-NC) 

Input4 
(Pair12NC)

Output
Enable

0 0 0 0 0 
0 0 0 1 0 
0 0 1 0 0 
0 0 1 1 0 
0 1 0 0 0 
0 1 0 1 0 
0 1 1 0 0 
0 1 1 1 0 
1 0 0 0 0 
1 0 0 1 0 
1 0 1 0 0 
1 0 1 1 0 
1 1 0 0 0 
1 1 0 1 0 
1 1 1 0 0 
1 1 1 1 1 

０：OFF、１：ON 

 

●Dual Chanel Complementary(2Pair)(デュアルチ
ャネル Complementary(2Pair))設定時 

Input1 
(Pair1-NC)

Input2 
(Pair1-NO)

Input3 
(Pair2-NC) 

Input4 
(Pair12NO)

Output
Enable

0 0 0 0 0 
0 0 0 1 0 
0 0 1 0 0 
0 0 1 1 0 
0 1 0 0 0 
0 1 0 1 0 
0 1 1 0 0 
0 1 1 1 0 
1 0 0 0 0 
1 0 0 1 0 
1 0 1 0 1 
1 0 1 1 0 
1 1 0 0 0 
1 1 0 1 0 
1 1 1 0 0 
1 1 1 1 0 

０：OFF、１：ON 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全扉モニタリング（Safety Gate Monitoring）
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■異常処理と異常のリセット 
 

異常時の動作 
異常 Output 

Enable 
Fault 
Present 

エラー出力 異常時のリセット 

入力ペア 1で 
Discrepancy異常発生 

Discrepancy Error (pair1)： 
ON 

入力ペア 2で 
Discrepancy異常発生 

Discrepancy Error (pair2)： 
ON 

機能テスト異常 
(機能テスト信号 
Function Test Signal 
間で扉の開閉テストが正常
に行われなかった) 

Function Test Error ：ON 

同期異常 
（入力ペア 1とペア 2間の
同期時間評価で異常を検出
した） 

OFF 
（安全状態） ON 

Synchronization Error：ON 

(1)機能テスト無効時 
異常要因を取り除き、 
Inputをインアクティブ 1)にした後アクティブにする 
または、アイドルモードに変更し、再度運転モードに変更す
る 
 
(2)機能テスト有効時 
・Function Test Requiredがアクティブの場合： 
異常要因を取り除いた後、Inputをアクティブ→インアクテ
ィブ→アクティブにする。（安全扉の開閉テスト） 
・Function Test Requiredがインアクティブの場合： 
異常要因を取り除き、Inputをインアクティブにした後アク
ティブにする 

注. デュアルチャネル Equivalent (2pairs)またはデュアルチャネル Complementary (2pairs)に設定時、片方のペアで Discrepancy異常が発生した 

場合、異常をリセットするには、入力ペア 1,2をともにインアクティブにした後アクティブにします。 

独立して発生する異常は、時系列に発生しても、それぞれの異常を出力します。（入力ペア 1で Discrepancy異常が発生した場合、その状態で 

入力ペア 1を評価し、入力ペア 2との同期時間の判定をします。） 
 

●機能テスト設定 
安全扉モニタリングファンクションブロックでは、機能テスト設定を有効にすることにより、Output Enable が
ONするための条件に、安全扉の開閉テスト（安全扉の閉→開→閉動作）の正常終了を追加することが可能です。 
この場合、安全扉の開閉テストは、下記の状態で実施する必要があります。 
(1) 運転開始時 

G9SP シリーズ起動時（つまり、G9SP シリーズの動作モードがアイドルモードから運転モードに変化したと
き）に安全扉の開閉テストが必要です。開閉テストが正常完了すると、Output Enableが ONします。 

(2) 機械装置から機能テスト要求信号入力時 
G9SPシリーズが機械装置からの機能テスト要求信号（Function Test Signal）の OFF→ONを検知してから、
次の機能テスト要求信号を検知するまでの間に安全扉の開閉テストが必要です。 
開閉テストが正常完了せずに、次の機能テスト要求信号を入力した場合、機能テストエラーとなり、Output 
Enableが OFFし、Function Test Errorが ONします。 

(3) 安全扉モニタリングファンクションブロックが異常を検出した時 
たとえば、機能テスト異常や Discrepancy 異常が発生した場合、この異常をリセットするためには、異常要因
を取り除いた後、安全扉の開閉テストが必要です。 

 
機能テストが必要な状態では、安全扉モニタリングファンクションブロックの Function Test Required が ONし
ます。安全扉の開閉テストが正常完了するまで ONを継続します。 
 
機能テスト要求ありの状態で、同サイクルに開閉テスト完了と機能テスト要求入力が発生したときは機能テスト
要求を優先し、機能テストエラーとなります。 
 
安全扉の開閉テストは、安全扉の閉（ON）→開（OFF）→閉（ON）とする必要があります。開閉テストを実行
する前の状態が閉（ON）のときは、開（OFF）→閉（ON）で開閉テストは完了します。 
入力が２ペアの場合は、入力ペア１と入力ペア２のそれぞれで独立（同期していない）して閉（ON）→開（OFF）
→閉（ON）をすれば開閉テストは完了します。 
 

安全扉モニタリング(Safety Gate Monitoring) 
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■タイミングチャート 
シングルチャネル、機能テスト有効設定時 

Input 1

Output
Enable

Function
Test Error

Fault
Present

Function
Test Sig.

Function
Test Req.

 
 
 
 
デュアルチャネル Equivalent、機能テスト無効設定時 

Input1
(NC)

Input2
(NC)

Output
Enable

アイドル
→運転 Discrepancy Time

Discrepancy
Error

Fault
Present

Discrepancy Time

  
デュアルチャネル Equivalent（2pairs）、機能テスト無効設定時 

Input1
(Pair1-NC)

Input2
(Pair1-NC)

Input3
(Pair2-NC)

Input4
(Pair2-NC)

Output
Enable

アイドル
→運転 Syncronization Time

Sync. Error

Fault
Present

Syncronization Time

 
  

アイドル 
→運転 

安全扉モニタリング(Safety Gate Monitoring)



セーフティデバイスファンクションブロック 

 
3-60 G9SPシリーズ セーフティコントローラ コマンドリファレンスマニュアル（SJLB-307） 

■概要 
2 ハンドスイッチの状態を監視します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力最大設定時 

 

■機能説明 
2 ハンドコントロールファンクションブロックは、2
ハンドスイッチの状態を監視するファンクションブロ
ックです。 
 
適切な 2 ハンドスイッチと接続することにより、
ISO13851（機械類の安全性-両手操作制御装置-設計及
び選択の原則）の要求事項を満足することができます。 
 
両手操作スイッチからの入力が ISO13851の要求事項
を満足してアクティブになった場合に、Output 
Enable を ON します。ISO13851 の要求事項を満足し
ない場合や、入力がアクティブでない場合、ファンク
ションブロックで異常を検出した場合は、Output 
Enable を OFF します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。 
入力ペア１と入力ペア２の評価がともにアクティブの
場合でも、Output Enableは OFF とします。Output 
Enable を ON に変更するには、出力条件を満たす必
要があります。 
 
■設定パラメータ 

パラメータ 設定範囲 初期値 
Discrepancy Time  
Pair1 

0～500ms、10ms単位。 
0に設定した場合は、 
Discrepancy Timeチェック 
を実施しません。 

30ms 
Discrepancy Time  
Pair2 

タイマ設定値は、G9SP シリーズのサイクル時間以上の値を設定して
ください。 

 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
これらの出力を有効にするには、[ファンクションブロ
ックの設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設
定]タブでチェックボックスにチェックマークを入れ
ます。 
・Discrepancy Error （Pair1） 
・Discrepancy Error （Pair2） 

 

■Fault Present出力設定 

Fault Present 出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[出力ポイントの設定]タ
ブで、[Fault Present]チェックボックスにチェックマ
ークを入れます。 
 

■真理値表 

●2ハンドコントロールの真理値表 
Input1 

(Pair1-NO) 
Input2 

(Pair1-NC) 
Input3 

(Pair2-NO) 
Input4 

(Pair2-NC) 
Output 
Enable 

0 0 0 0 0 
0 0 0 1 0 
0 0 1 0 0 
0 0 1 1 0 
0 1 0 0 0 
0 1 0 1 0 
0 1 1 0 0 
0 1 1 1 0 
1 0 0 0 0 
1 0 0 1 0 
1 0 1 0 1 

1 0 1 1 0 
1 1 0 0 0 
1 1 0 1 0 
1 1 1 0 0 
1 1 1 1 0 

 

3-23 2ハンドコントロール（Two Hand Controller） 
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■異常処理と異常のリセット 

異常 
異常時の動作 

異常時のリセット Output 
Enable 

Fault 
Present 

エラー 
出力 

入力ペア 1で 
Discrepancy 
異常発生 

OFF 
（安全状態） ON 

Discrepancy  
Error(Pair1) ： 
ON 

異常要因を取り除き、 
・入力ペア 1、ペア 2をともにインアクティブにした
後アクティブにする 
・または、G9SPシリーズをアイドルモードに変更
し、再度運転モードに変更する 入力ペア 2で 

Discrepancy 
異常発生 

Discrepancy 
Error (Pair2)： 
ON 

 

  参考 

2 ハンドスイッチの同期操作要求（両手の操作入力が 500ms 以内に完了する）を満足しない場

合は、Output Enable は ON しませんが、異常とは見なしません。 
 

■タイミングチャート 

Input1
(Pair1-NO)

Input2
(Pair1-NC)

Input3
(Pair2-NO)

Input4
(Pair2-NC)

Output
Enable

アイドル
→運転

500ms 500ms 500ms

Discrepancy
Error Pair1

Fault
Present

Discrepancy
Error Pair2

Discrepancy Time

 
 

 

2025 年 2 月（LotNo.DD225）以前の 2 ハンドコントロールファンクションブロック単体では、
ISO13851 の出力信号の再開始の要求事項を満たせません。 

回避するためには、2025 年 3 月（LotNo.DD325）以降の製品をご使用ください。 

詳細は当社営業担当までお問い合わせください。 

 

 
 

2ハンドコントロール(Two Hand Controller) 
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■概要 
ユーザシステムや装置の動作モードの切替えスイッチ
を監視します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入出力最大設定時 

■機能説明 
ユーザーモードスイッチモニタリングファンクション
ブロックは、ユーザシステムや装置の動作モードの切
替えスイッチを監視するファンクションブロックです。 
 
このファンクションブロックに接続可能なモード切替
スイッチは、1of N タイプ（N 個の接点のうち、1 つ
の接点が ONする）のスイッチです。最大８モードの
モード切替スイッチまで対応可能です。 
 
監視しているスイッチからの入力をそのまま出力しま
す。ただし、ファンクションブロックで異常を検出し
た場合は、全出力を OFFします。 
 
2 つの出力は同時にアクティブになれません。2 つ以
上の入力が同時にアクティブである場合、最初にアク
ティブであった入力に対応する出力は 2秒間保持され
ます。2秒後、Fault Presentが ONに設定され全出力
がインアクティブに設定されます。全入力が 2秒間イ
ンアクティブの場合、Fault Presentは ONに設定さ
れ、全出力がインアクティブに設定されます。 
 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。 
 

■オプション入出力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O数の設定]タブで、入力数・出力数を増やすこと
ができます。 

パラメータ 設定範囲 初期値 
Inputの数 2～8 2 
Outputの数 2～8 2 

入力数と出力数は同じ数となります。 
 

■Fault Present出力設定 
Fault Present出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、[ファンクションブロック
の設定]ダイアログボックスの[I/O 数の設定]タブで、
[Fault Present]チェックボックスにチェックマークを
入れます。 
 

■真理値表 

●ユーザモードスイッチモニタリングの真理値表 
Input Output 

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

0:OFF、1:ON 

 

■異常処理と異常リセット 
異常時の動作 

異常 Output Fault 
Present 

異常時のリセット 

2つ以上の入力が
2秒以上 ON 
すべての入力が 
2秒以上 OFF 

OFF 
（安全状態）

ON 

異常要因を取り除く
（接点が 1つだけ
ONの状態にする）

 
●2入力以上同時 ONの動作 
・1サイクル前にすべての入力が OFFのとき 
全出力を OFF とします。異常検出のタイマはすべ
ての入力が OFFのときから継続します。 

・1サイクル前に 1つ以上の入力が ONのとき 
1 サイクル前から継続して ON を入力している信号
があるときは、継続して入力している信号に対応し
た出力を ONとします。継続して入力している信号
がないときは、番号の最も小さい入力に対応した出
力を ONとします。異常検出のタイマは入力状態が
変化しても異常を検出している間は継続します。 

 

3-24 ユーザモードスイッチモニタリング（User Mode Switch） 
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■タイミングチャート 

Input1

Input2

Input3

Output1

Output2

アイドル
→運転

2秒 2秒 2秒

Output3

Fault
Present

 

 
 
 
 
 
 

ユーザモードスイッチモニタリング(User Mode Switch)
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■概要 
2 入力信号監視機能を汎用化したファンクションブロ
ックです。 

 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力最大設定時 

 

■機能説明 
汎用 2入力ファンクションブロックは、安全 2入力セ
ンサやスイッチ等の監視に汎用的に使用できるファン
クションブロックです。 
 
監視しているセンサやスイッチからの入力がアクティ
ブの場合、Output Enableを ON、入力がアクティブ
でない場合やファンクションブロックで異常を検出し
た場合は、Output Enableを OFFします。 
 
機能および設定パラメータは、非常停止押しボタンモ
ニタリングファンクションブロックと同等です。詳細
は 「 3-19  非 常 停 止 押 ボタ ン モ ニタ リ ング
（E-STOP）」を参照してください。 
 

 
 
 

 

3-25 汎用 2 入力スイッチモニタリング（Redundant Input） 
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■概要 
オムロン製シングルビームセーフティセンサ（形
E3ZS/E3FS）の入力信号を監視します。 
 

■ダイアグラム 

 
 

■機能説明 
シングルビームセーフティセンサの監視に使用できる
ファンクションブロックです。 
 
監視しているシングルビームセーフティセンサからの
入力がアクティブの場合、Output Enableを ON、入
力がアクティブでない場合や異常（短絡など）を検出
した場合は、Output Enableを OFFします。 
 

■設定パラメータ 
設定パラメータはありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■タイミングチャート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Input 

Output 
Enable 

アイドル
→運転

3-26 シングルビームセーフティセンサモニタリング 
（Single Beam Safety Senser）
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■概要 
オムロン製非接触式ドアスイッチ（形 D40A/D40Z）
の状態を監視します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

■機能説明 
オムロン製非接触式ドアスイッチ（形 D40A/D40Z）
の診断は安全入力端子にて実施されるため、ファンク
ションブロックへは評価後の値が入力されます。よっ
て、非接触式ドアスイッチモニタリングファンクショ
ンブロックは、Input1と Input2が同値であるか否か
のみ判定します。つまり、ANDファンクションブロッ
クと同一の動作をします。 
 

■真理値表 
Input 1(NC) Input 2(NC) Output Enable 

0 0 0 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

3-27 非接触式ドアスイッチモニタリング 
（Non-Contact Door Switch）
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■概要 
オムロン製セーフティマット（形 UM）の状態を監視
します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

■機能説明 
オムロン製セーフティマット（形 UM）の診断は安全
入力端子にて実施されるため、ファンクションブロッ
クへは評価後の値が入力されます。よって、セーフテ
ィマットモニタリングファンクションブロックは、
Input1と Input2が同値であるか否かのみ判定します。
つまり、ANDファンクションブロックと同一の動作を
します。 
 

■真理値表 
 

Input 1(NO) Input 2(NO) Output Enable 
0 0 0 
0 1 0 
1 0 0 
1 1 1 

０：OFF、１：ON 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

3-28 セーフティマットマットモニタリング（Safety Mat） 
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リセット／リスタートファンクションブロック 
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リセット／リスタートファンクション
ブロック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファンクションブロック サポート 
項番 

略称 ファンクションブロック名 G9SP NE1A
ページ 備考 

3-29 Reset リセット ○ ○ 3-70  

3-30 Restart リスタート ○ ○ 3-72  

      ×：未対応、○：対応 
 
 
 



リセット／リスタートファンクションブロック 
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■概要 
入力信号が ON になった状態で、リセット信号が正し
く入力されると ON が出力されます。機械装置の自動
始動を防ぐために使用します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

        入出力数最大設定時 
 

■機能説明 
リセットファンクションブロックのMonitored Input、
Optional Inputが ONになった状態で、Resetが正し
く入力されるとOutput EnableにONが出力されます。 
このファンクションブロックを使用することにより、
G9SP シリーズの電源立ち上げ時や運転モードの変更
（アイドルモード→運転モード）時、また安全入力機
器からの信号が OFF→ONに変化した際に、機械装置
が自動的に再起動することを防ぐことが可能です。 

●Output Enableの ON条件 
Monitored Inputと有効にしたOptional Inputのすべ
てが ONかつ、リセット信号が正しく入力したとき。 

●Static Releaseの ON条件 
Monitored Inputと有効にしたOptional Inputのすべ
てが ONしたとき。 

●Reset Required Indicationの点滅条件 
入力条件が成立してリセット信号の入力待ちの状態と
して点滅します。 
Monitored Inputと有効にしたOptional Inputのすべ
てが ONかつ、Output Enableが OFFしたとき。 
 

■運転開始時 
すべての異常をリセットし、タイマをリスタートしま
す。 
 

■設定パラメータ 
リセット信号の設定ができます。 

パラメータ 設定範囲 初期値 

Reset Signal ・Low-High-Low 
・Rising Edge Low-High-Low 

 

●Low-High-Low設定時 

350ms 以上  M onitored
Input

Reset

Output
Enable  

リセット入力は、Monitored Input と有効にした
Optional Inputのすべてが ONになってから、Reset
をOFF→ONとして 350ms以上経過してからOFFと
する必要があります。（Monitored Inputと有効にし
たOptional InputのONと同サイクルにResetがON
のときは無効。同サイクルに OFF し、次サイクルに
ON のときは有効となり、条件を満たすことでリセッ
トします。） 

●Rising Edge設定時 

M o n ito re d
Inp u t

R e se t

O u tp u t
E n a b le

 
リセット入力は、Monitored Input と有効にした
Optional Inputのすべてが ONになってから、Reset
を OFF→ON とする必要があります。（Monitored 
Inputと有効にしたOptional InputのONと同サイク
ルに Reset が ON のときは無効。同サイクルに OFF
し、次サイクルに ONのときは有効となり、リセット
します。） 
 
 

3-29 リセット（Reset） 
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■I/O数の設定 
ファンクションブロックのプロパティダイアログの
[I/O数の設定]タブで入力数を増やすことができます。 

パラメータ 設定範囲 初期値 
Inputの数 2～8 (オプション入力設定) 2 

 
 

■オプション出力設定 
以下の出力がプログラムで使用可能です。 
この出力を有効にするには、［ファンクションブロッ
クの設定］ダイアログボックスの[出力ポイントの設
定]タブで、チェックボックスにチェックマークを入れ
ます。 
・Static Release 
・Reset Required Indication 

■タイミングチャート 
Reset Signalを Low-High-Lowに設定時 

 

Monitored
Input

Optional
Input N

Reset

Output
Enable

Static
Release

Reset Req.
Indication

アイドル
→運転

 

アイドル 
→運転 

350ms以上 350ms以上 

 
Reset Signalを Rising Edgeに設定時  

  
Monitored

Input

Optional
Input N

Reset

Output
Enable

Static
Release

Reset Req.
Indication

アイドル
→運転
アイドル 
→運転 

 
 

 使用上の注意 

Reset SignalをRising Edgeに設定時は、ノイズ等の瞬間的なパルス信号によりリセットがかかり、

Output Enable が ON となることで、機械装置が始動することがあります。そのため、

Low-High-Low 設定でのご使用をおすすめします。 

 
 

リセット(Reset)
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■概要 
リセットファンクションブロックと同一の仕様です。アイコンが異なります。 
機能説明、設定パラメータなどについては、「3-29 リセット（Reset）」を参照してください。 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
        入出力数最大設定時 
 
 
 

 リスタート（Restart） 3-30 
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コネクタファンクションブロック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファンクションブロック サポート 
項番 

略称 ファンクションブロック名 G9SP NE1A
ページ 備考 

3-31 Multi Connector マルチコネクタ ○ ○ 3-74 ・NE1Aユニット Ver.1.0以降 

3-32 Routing ルーティング ○ ○ 3-75  

×：未対応、○：対応 
 
 
 



コネクタファンクションブロック 
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■概要 
入力信号をそのまま出力します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
入出力数最大設定時 

 
 

■機能説明 
マルチコネクタファンクションは、Input(最大 8 点)
を Output(最大 8点)へ出力します。 
Inputと Outputは、それぞれ 1から 8まで 1対 1に
対応しており、他の入力信号の状態から影響を受ける
ことはありません。 
 
G9SP シリーズでは、ある入力 I/O タグの信号を出力
I/O タグに対して出力する場合、直接接続することが
できません。その場合、マルチコネクタファンクショ
ンを使用し、信号を接続します。 

 

■オプション入出力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O数の設定]タブで入力数、出力数を増やすことが
できます。 

パラメータ 設定範囲 初期値 

Input/Outputの数 1～8 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3-31 マルチコネクタ（Multi Connector） 
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■概要 
入力信号を複数の信号に分配します。 
 

■ダイアグラム 

 
デフォルト 

 

 
出力数最大設定時 

 

■機能説明 
ルーティングファンクションブロックは、Input を最
大 8つの信号に分配します。 
複数の出力 I/O タグに信号出力したい場合に使用しま
す。 
 
G9SPシリーズでは、ある 1つの信号を 2つ以上の出
力 I/O タグに対して出力する場合、直接接続すること
ができません。その場合、ルーティングファンクショ
ンを使用し、信号を分配します。 

 
 
 

■出力設定 
[ファンクションブロックの設定]ダイアログボックス
の[I/O 数の設定]タブで出力数を増やすことができま
す。 

パラメータ 設定範囲 初期値 
Outputの数 1～8 1 

 

■真理値表 
Output 

Input1
1 2 3 4 5 6 7 8 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 

０：OFF、１：ON 
 
 

 ルーティング（Routing） 3-32 
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マニュアル改訂履歴 
 
マニュアル改訂記号は、表表紙および裏表紙の左下に記載されている Man.No.の語尾に付記され

ています。 

 

改訂記号 

SJLB-307F Man. No.
  

 
 

改訂記号 改訂年月 改定ページ・内容 
A 2010 年 6 月 初版 
B 2010 年 9 月 非接触式ドアスイッチ形式追加（形 D40Z）および説明追加 

誤記追加修正に伴う改訂 
C 2014 年 6 月 誤記訂正、説明追加 
D 2018 年 12 月 ご承諾事項の更新に伴う改訂 
E 2023 年 6 月 規格改定に伴う修正 
F 2025 年 1 月 2 ハンドコントロールファンクションブロックに関する警告を追加 
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